
（
写

真
：

中
郷

幼
稚

園
の

子
ど

も
た

ち
に

よ
る

防
火

の
誓

い
　

関
連

ペ
ー

ジ
２

ペ
ー

ジ
）

今
、

花
ひ

ら
く

小
さ

な
城

下
町

　
三

春
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問い合わせ先　三春交流館「まほら」☎ 62-3837、FAX62-4727

　

10
月
23
日
、
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
三
春
町
消
防
団
秋
季
検
閲
式
・

消
防
ふ
れ
あ
い
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

検
閲
式
に
は
３
１
７
名
の
団
員
が
参
加
し
、
町
長
と
団
長
に
よ
る
閲
団
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

検
閲
式
後
の
消
防
ふ
れ
あ
い
デ
ー
で
は
、
郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合
に
よ
る
は
し
ご
車
の

放
水
訓
練
や
消
防
団
全
分
団
に
よ
る
一
斉
放
水
訓
練
、
消
防
団
と
住
民
に
よ
る
水
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
な
ど
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
普
段
は
な
か
な
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
車
両
や

資
機
材
を
間
近
で
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

閉
会
式
の
前
に
行
わ
れ
た
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
行
進
で
は
、
岩
江
幼
稚
園
と
中
郷
幼
稚
園

の
子
ど
も
た
ち
が
防
火
の
誓
い
を
宣
言
し
、
元
気
に
行
進
し
ま
し
た
。

三
春
町
消
防
団
秋
季
検
閲
式

　
　
　
　
消
防
ふ
れ
あ
い
デ
ー
開
催

消防団一斉放水訓練

ラッパ隊による演奏

消防団と住民による水バケツリレー

会場に訪れたこまりんと火まもり君はしご車による放水訓練 放水銃体験

町長・団長による閲団

岩江幼稚園の子どもたちによる防火の誓い
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問い合わせ先　三春交流館「まほら」☎ 62-3837、FAX62-4727

　

第
28
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）
が
、11
月
20
日
（
日
）、

白
河
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
か
ら
福
島
県
庁
前
ま
で
の
16
区
間
（
95
・
１
㎞
）
で
行

わ
れ
ま
す
。

　

三
春
町
チ
ー
ム
は
、
佐
久
間
伊
一
新
監
督
の
も
と
毎
日
練
習
を
積
み
重
ね
町
の
部
連
覇
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
沿
道
で
応
援
さ
れ
る
方
に
、
三
春
町
の
エ
ン
ジ
色
の
ブ
ル
ゾ
ン
を
貸
し
出
し
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
貸
し
出
し
は
、
11
月
11
日
（
金
）
か
ら

行
い
ま
す
。

　

三
春
町
チ
ー
ム
選
手
団
お
よ
び
各
中
継
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
団
長

　

柳
沼
孝
則
（
町
体
育
協
会
長
）

■
名
誉
顧
問

　
増
子
邦
明
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
会
長
）

■
監
督

　

佐
久
間
伊
一
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

■
コ
ー
チ

　

三
瓶
清
友
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

御
代
田
牧
子
（
三
春
中
教
諭
）

■
支
援
コ
ー
チ

　

榎
本
文
恵
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

渡
辺
英
夫
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

影
山
源
也
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

安
部
庄
一
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

橋
本
幸
治
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

村
上
哲
也
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

加
藤　

博
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

柳
沼
久
司
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

橋
本
光
市
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

佐
々
木
美
恵
子
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

増
子
栄
子
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

11
月
20
日
（
日
）
午
前
７
時
40
分
ス
タ
ー
ト

◆ 各中継所と出場選手

※ ただし、出場選手は大会当日までに変更になる場合があります。

昨年の表彰式のようす

町
の
部
連
覇
を
目
指
し
て

　
第
28
回
ふ
く
し
ま
駅
伝

　

安
部
卯
吉
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

久
保
田
浩
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

佐
藤
修
一
（
田
村
高
教
諭
）

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16

4.0
8.2
5.8
7.3
6.7
8.3
5.2
4.1
3.0
9.3
3.9
7.0
4.8
5.7
3.4
8.4

白河市総合運動公園陸上競技場～ サンフレッシュ白河・大沼体育館前
サンフレッシュ白河・大沼体育館前～泉崎さつき公園前
泉崎さつき公園前～矢吹町役場内
矢吹町役場内～鏡石町・鳥見山陸上競技場内
鏡石町・鳥見山陸上競技場内～福島県須賀川土木事務所前
福島県須賀川土木事務所前～ 郡山市・ゼノアック 日本全薬工業㈱前
郡山市・ゼノアック 日本全薬工業㈱前～ 郡山市・郡山総合体育館前
郡山市・郡山総合体育館前～ 郡山市・郡山北工業高校内
郡山市・郡山北工業高校内～ 平成記念郡山 こどものもり公園入口前
平成記念郡山 こどものもり公園入口前～ 本宮市・㈱白岩屋商店前
本宮市・㈱白岩屋商店前 ～ 大玉村・㈱イイジマ前
大玉村・㈱イイジマ前 ～ 二本松市役所内
二本松市役所内 ～ 二本松市・安達支所内
二本松市・安達支所内 ～ 福島市・松陵中学校前
福島市・松陵中学校前 ～ 福島大学入口
福島大学入口 ～ 福島県庁前

区 距離
（㎞）

出場選手
氏　　名 所　　　属

区　　　間（中継所名）

補  欠

渡辺沙祐未
吉田飛翔
岩井駿介
長谷川徹
儀同潤矢
上石敦士
國分真大
橋本　大
村上史織
大平健太
栁沼　菫
浦山陽介
村上玲弥
荻野元暉
渡邊　凜
新田和樹

田村高１年
郡山高２年
三春中３年
陸上自衛隊
田村高１年

平成国際大１年
三春中３年
三春中２年
岩江中３年
日本大１年
三春中３年
三洋製作所

安積黎明高１年
田村高１年
三春中３年

NTT東京

野村顕弘・渡辺椋介・鈴木涼太・渡辺樹・佐久間有沙・渡辺真央
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さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
ほ

か
、
展
示
や
販
売
、
旬
の
食
材
を
使
っ
た
出

店
が
並
び
、
ご
家
族
で
楽
し
め
る
お
祭
り
で

す
の
で
皆
様
お
揃
い
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
11
月
５
日
（
土
）・
６
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

▼ 

会
場　
三
春
町
運
動
公
園（
貝
山
字
泉
沢
地
内
）

★ 

イ
ベ
ン
ト

▼ 

11
月
５
日
（
土
）

▽ 

三
春
小
学
校
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド　
午
前
10
時

▽ 

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
オ
ー
ブ
シ
ョ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
11
時
・
午
後
２
時

▽ 

湯
ど
う
ふ
食
べ
く
ら
べ
大
会　
正
午

▽ 

元
宝
塚
﹁
真
灯
か
な
た
﹂
の
歌
と
﹁
橋

　
本
み
な
み
﹂
の
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス

午
後
３
時
40
分

▼ 

11
月
６
日
（
日
）

▽ 

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
エ
グ
ゼ
イ
ド
シ
ョ
ー

午
前
11
時
、
午
後
１
時

▽ 

大
泉
逸
郎
歌
謡
シ
ョ
ー　
午
後
２
時
30
分

※ 
両
日
と
も
、
町
内
の
学
校
生
徒
や
個
人
・

　

団
体
に
よ
る
音
楽
演
奏
・
歌
・
ダ
ン
ス
な

　

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
広
報
み
は
る
10
月
号
折
り
込

　

み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

交
通
規
制　
11
月
５
日
（
土
）
午
前
９

時
30
分
～
10
時
30
分
町
道
町
営
運
動
場
の

一
部
を
車
両
通
行
止
め

～
来
て
︑
見
て
︑
食
べ
て
︑
参
加
し
て
～

第
13
回
三
春
秋
ま
つ
り

▼ 

町
営
バ
ス
運
行　

　

11
月
の
５
・
６
日
の
両
日
町
営
バ
ス
が
運

行
し
ま
す
。
５
日
は
通
常
運
行
バ
ス
代
分
の

秋
ま
つ
り
売
店
利
用
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。（
秋
ま
つ
り
会
場
で
バ
ス
降
車
の
方
の

み
）６
日
は
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
昼
間
コ
ー
ス
、
町
内
循
環
コ
ー
ス

お
よ
び
岩
江
コ
ー
ス
の
運
行
と
な
り
朝
晩

コ
ー
ス
は
運
行
し
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
５
日
の
交
通
規
制
中
は
ル
ー
ト
を

変
更
し
て
運
行
し
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
三
春
秋
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　

 （
産
業
課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
）

　
　
　

 

☎
62-

３
９
６
０

　
　
　

 

住
民
課
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ（
町
営
バ
ス
）

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

　
　
　

 

バ
ス
管
理
セ
ン
タ
ー
（
町
営
バ
ス
）

　
　
　

 

☎
62-

２
０
２
０

　

三
春
の
秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
第
13
回
三
春
秋
ま
つ
り
」
を
11
月
５
日
（
土
）・
６
日
（
日
）

の
２
日
間
、
三
春
町
運
動
公
園
で
開
催
し
ま
す
。

　

町
内
に
は
、
春
の
桜
だ
け
で
な
く
、
美
し
い
紅
葉
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
紅
葉
の
時
期
に
合
わ
せ
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
昼
間
の
鮮
や
か

な
紅
葉
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
明
か
り
に
照
ら
し
だ
さ
れ
て
夜
の
闇
に
艶
や
か
に
浮
か
び
上

が
る
紅
葉
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
11
月
月
初
旬
か
ら
落
葉
ま
で

　
　
　
　

午
後
６
時
か
ら
９
時
ま
で

▼ 

場
所

▽ 

三
春
大
神
宮
（
三
春
町
字
馬
場
２
４
１
）

▽ 

真
照
寺
（
三
春
町
字
新
町
２
５
８
） 

▼ 

問　
（
株
）三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社 

観
光
部

　

 　
　

☎
62-

３
６
９
０

▶ 真照寺
江戸時代の三春藩主秋田家の祈願寺で、真言宗の
寺。秋田家に古くから関係した寺で平安時代末期
から南北朝時代の仏教典籍を所蔵します。本堂脇
の古四王堂は正徳年間に再建されたもので、その
裏の沢に群生するミズバショウが、桜が花咲く直
前の三春を彩ります。
庭園の整備が完成し、
整備された方丈池や
庭園の風景も楽しむ
ことができます。

▶ 三春大神宮
元禄２年（1689 年）に３代藩主秋田輝季が
貝山岩田より神明宮として現在の神垣山へ移
し、「シンメサマ」と呼ばれます。町指定天
然記念物のモミをはじめ、23 本の木々が「三
春大神宮の森」として福島県緑の文化財に登
録されています。紅葉の名所としても有名で、
夜の闇に浮かび上
がる幻想的な風景
を楽しむことがで
きます。

紅
葉
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す

春
だ
け
じ
ゃ
な
い 

三
春
の
魅
力

❶ ❷

❸

　①③三春大神宮　②真照寺
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交
通
安
全
思
想
の
普
及
啓
発
を
目
的
と
し
て
、
交
通
安
全
協
会
三
春
町
連
合
会
を
は
じ
め

福
島
ガ
イ
ナ
ッ
ク
ス
、
田
村
警
察
署
、
三
春
町
の
４
者
共
同
に
よ
り
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
を
作

成
し
て
い
ま
す
。

　

ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
決
定
す
る
た
め
、
10
月
３
日
、
福
島
ガ
イ
ナ
ッ
ク
ス
に
お
い
て
、

町
内
各
小
学
校
か
ら
募
集
し
た
60
作
品
か
ら
６
作
品
を
選
考
す
る
審
査
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ど
れ
も
個
性
豊
か
な
素
晴
ら
し
い
作
品
ば
か
り
で
し
た
が
、
審
査
の
結
果
採
用
さ
れ
た
作

品
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
採
用
さ
れ
た
６
作
品
を
掲
載
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
募
集
し

た
60
作
品
す
べ
て
を
12
月
14
日
か
ら
17
日
ま
で
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」で
展
示
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
敬
称
略
）

三春小学校 ４年
梶原和仁

沢石小学校 ６年
鈴木羽琉

御木沢小学校 ４年
伊藤颯太

岩江小学校 ４年
伊藤結愛

中妻小学校 ２年
伊藤颯太郎

中郷小学校 ４年
影山愛梨

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
審
査
会
を
開
催
し
ま
し
た

　町では、商店街の活性化と魅力向上を目的と
した空き店舗対策として、三春町賑わい創出事
業を行っており、この度、当該事業を活用した
店舗が大町地内にオープンしました。
　オープンした店舗は、カイロプラクティック

（骨格の歪みを整え筋肉のこりをほぐす）、リラ
クゼーションの施術（疲労回復）など体に負担
をかけない施術を受けられるお店です。
　店主の猪腰さんは、ゆったりとした時間を提
供し、「Ｔｈｙｍｅの室内に行って、また頑張ろ
うと思っていただけるような真心の店づくりを
していきたい」と語っていました。

▶ 店名　Ｔｈｙｍｅ（タイム）／三春町大町 106-1
▶ 営業時間　午前９時〜午後８時（受付午後７時まで）　▶ 定休日　日曜日、第１・３水曜日
▶ 連絡先　0247-65-0919

※ 三春町賑わい創出事業（空き店舗利活用）は随時実施しています。当該事業に関するご相談や
申し込みは、産業課商工観光グループまたは三春まちづくり公社までお問い合わせください。

空き店舗を活用した商店街の魅力づくりを

三春町賑わい創出事業を実施しています

▶ 問　産業課　商工観光グループ　☎ 62-3960、FAX62-3300
　 　　　　　三春まちづくり公社　☎ 62-5911



▼ 

問
　
福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー

　

 　
　

総
務
企
画
部　

企
画
課

　

 　
　

☎
61-

６
１
２
９

　

 　
　

住
民
課　

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

２
１
４
７

　

三
町
秋
ま
つ
り
に
、
コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
の

展
示
の
一
部
を
出
展
し
ま
す
！
﹃
ゴ
ミ
分
別

ゲ
ー
ム
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
﹄
な
ど
楽
し
い
展
示

を
用
意
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
！

▼ 

出
展
日　
11
月
５
日
（
土
）、
６
日
（
日
）

　

県
内
外
の
科
学
館
や
博
物
館
が
集
ま
り
、

﹃
科
学
﹄
に
関
す
る
体
験
ブ
ー
ス
を
出
店
し

ま
す
。﹃
科
学
﹄
を
見
て
、
作
っ
て
、
体
験

し
よ
う
！

▼ 

開
催
日
時　
11
月
26
日
（
土
）

▼ 

時
間　
９
時
30
分
～
15
時

▼ 

場
所　
コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
１
階
会
議
室

▼ 

主
催　
ふ
く
し
ま
サ
イ
エ
ン
ス
ぷ
ら
っ

　
　
　
　

  

と
フ
ォ
ー
ム

コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
よ
り

ｓ
ｐ
ｆ
ｆ
サ
イ
エ
ン
ス
屋
台
村
in
コ
ミ
ュ

タ
ン
福
島
開
催
！

三
春
秋
ま
つ
り
に
出
展
し
ま
す
！

環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

体験ブースのようす

※ 

そ
の
他
、
放
射
線
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
自
然
環
境
の
体
験
研
修
を
毎

週
末
開
催
！

そ
の
他
の
11
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

シ
ア
タ
ー
上
映

テ
ー
ブ
ル
サ
イ
エ
ン
ス

﹃
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で

　
　
　
　
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
ろ
う
！
﹄

　

コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
ホ
ー
ル
に
あ
る

１
７
０
イ
ン
チ
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
利

用
し
て
、
人
気
映
画
作
品
の
上
映
会
を
行

い
ま
す
！

▼ 

上
映
日
と
作
品
名

　

11
月
12
日
（
土
）﹃
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
﹄

　

11
月
13
日
（
日
）﹃
旭
山
動
物
園
物
語
﹄

▼ 
定
員　
各
回
１
９
０
名

▼ 
時
間　
13
時
30
分
～

▼ 

会
場　
コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
ホ
ー
ル

　

身
の
回
り
に
あ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

使
っ
て
、お
も
ち
ゃ
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
！

▼ 

開
催
日
時　
11
月
19
日（
土
）・
20
日（
日
）

▼ 

時
間　
午
前
の
部
、
午
後
の
部

▼ 

会
場　
コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
１
階
ロ
ビ
ー

歴
史
民
俗
資
料
館
秋
季
特
別
展

﹁
ら
っ
こ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
時
代
﹂
開
催
中

　

10
月
８
日
よ
り
、
資
料
館
の
秋
の
展
示
が

始
ま
り
ま
し
た
。
土
人
形
、
三
春
人
形
、
こ

け
し
、そ
し
て
福
島
県
内
の
郷
土
玩
具
な
ど
、

オ
ー
プ
ン
式
に
続
く
展
示
解
説
で
、
人
形
の

話
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
ま
つ
わ
る
話
な
ど
を

集
ま
っ
た
皆
さ
ん
に
お
聞
き
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
と
同
時
に
、
常
設
展
示
室
内

に
珍
し
い
御
所
人
形
も
展
示
し
ま
し
た
。
ま

と
め
て
見
ら
れ
る
こ
と
は
非
常
に
め
ず
ら
し

く
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

特
別
展
期
間
中
は
入
館
料
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

入
館
料　

▽ 

大
人
・
大
学
生　

５
０
０
円
（
団
体
は

　

４
０
０
円
）

▽ 

小
中
高
校
生　
２
５
０
円
（
団
体
は

　

２
０
０
円
）

※ 

団
体
は
20
名
以
上
か
ら
で
す
。

※ 

期
間
中
、
三
春
町
内
の
小
中
学
生
は
入

館
料
無
料
で
す
。

▼ 

会
期　
11
月
23
日
（
水
・
祝
）
ま
で

▼ 

会
場　
歴
史
民
俗
資
料
館
企
画
展
示
室

▼ 

歴
史
講
座
の
お
知
ら
せ

　

資
料
館
で
は
こ
の
秋
、
歴
史
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
三
春
町
史
に
も
あ
ま
り
出
て
来
な

い
よ
う
な
お
話
を
お
届
け
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
11
月
の
テ
ー
マ
は
「
明
治
人
物
伝
」。

知
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
何
を
し
た
人
で
な
ぜ

有
名
な
の
か
、
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
料
は
無
料
で
す
。
資
料
の
準
備
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
資
料
館
ま
で

お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
現
在
決

ま
っ
て
い
る
の
は
次
の
二
つ
で
す
。

① 

藩
講
所
で
学
ん
だ
人
々

　
自
由
民
権
運
動
家
か
ら
電
気
技
術
者
ま
で

▽ 

日
時　
11
月
19
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

② 

三
浦
守
治　

脚
気
と
マ
ラ
リ
ア
～
明
治

　
の
病
理
学
者

▽ 

日
時

12
月
３
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

★ 

歴
史
講
座
は
こ
の
ほ
か
も
開
講
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★ 

す
べ
て
に
出
席
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

希
望
の
も
の
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

テープカットのようす

▼ 

問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　

 

☎ 

62-

５
２
６
３

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

62-

６
９
５
３
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菊
地
秀
雄
さ
ん（
八
島
台
）

　
健
康
の
た
め
に
来
て
い

ま
す
。
皆
に
会
え
る
の
が

楽
し
み
で
す
。

橋
本
カ
ツ
ヨ
さ
ん（
八
島
台
）

　
楽
し
み
に
来
て
い
ま
す
。

友
達
も
で
き
、
皆
さ
ん
と

運
動
や
脳
ト
レ
プ
リ
ン
ト

な
ど
、
健
康
音
痴
な
私
に

は
大
変
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
全
小
学
校
区
に
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
「
ま

ほ
ら
っ
こ
教
室
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
新
年
度
の
参
加
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
学
校
を
通

し
て
申
込
書
を
配
布
し
、
11
月
１
日
か
ら
募
集
し
ま
す
。

◆ 

ま
ほ
ら
っ
こ
教
室
と
は

　

地
域
の
方
々
に
安
全
管
理
員
や
活
動
指
導
員
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
活
動
で
き
る
居
場
所
を
確
保
し
、
放
課
後
の
自
由
遊
び
や
勉
強
、
昔
遊
び
な
ど
の

様
々
な
体
験
活
動
や
異
学
年
交
流
を
行
う
と
こ
ろ
で
す
。

◆ 

安
全
管
理
員
・
活
動
指
導
員
の
活
動
内
容

　

安
全
管
理
員
・
活
動
指
導
員
が
得
意
な
こ
と
（
工
作
・
編
物
・
ボ
ー
ル
遊
び
・
折
り
紙
・

昔
遊
び
な
ど
）
を
活
か
し
て
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
学
習
や
遊
び
の
見
守
り
を

行
っ
た
り
し
ま
す
。
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
当
番
制
と
な
り
ま

す
の
で
、
自
分
が
協
力
で
き
る
日
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

３
８
３
７

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

62-

４
７
２
７

◆ 各教室実施内容

　ボランティアとして活動いただける方を募集しています。保護者・地域
の皆さんのご協力をお願いします。

★ まほらっこ教室
　のようす

三春教室
御木沢教室
岩江教室
沢石教室
中妻教室
中郷教室

三春小学校空き教室
御木沢小学校音楽室
岩江小学校体育館
沢石小学校体育館（沢石会館）

中妻地区公民館
中郷地区交流館

実施曜日教室名 実施会場 実施時間
月～金曜日
月～木曜日

月～金曜日

○ 放課後から午後４時頃まで
※ 教室により終了時間が若干異なり
　ます。
※ 児童クラブのない地区で延長およ
　び長期休業中の教室を実施してい
　ます。詳しくは、お問合せください。

★ 見学も随時
　受け付けています。

夏休み教室のようす

岩江教室開所式のようす

佐
藤
マ
ス
コ
さ
ん（
一
本
松
）

　
運
動
や
勉
強
に
楽
し
く

参
加
し
て
い
ま
す
。

栄養講話を開催しました
健康増進の食生活について勉強中

三春地区

▼ 

申
込
・
問　
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　
　
　
　

☎
62-

３
９
５
０

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

８
６
４
０

　にこにこ元気塾は、町内在住の 65 歳以上
の元気な方が各地区に集まり、健康維持の
ため、運動や口腔、栄養のご指導を専門の
先生に行っていただいております。
　今回は八島台地区の様子をご紹介します。
八島台地区は、女性 22 名、男性１名で実施
しています。希望の方にはバス送迎をして
いますが、半数以上の方は徒歩やマイカー
で参加しています。

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
の
申
し
込
み
は
電

話
で
も
可
能
で
す
。
見
学
は
随
時
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

岩江
中妻
要田

三春

沢石
御木沢
中郷

月

火

水

木

金

中妻地区公民館
要田交流館大平荘
保健センター
八島台集会所
沢石会館
駅前集会所
中郷地区交流館

岩江地区防災
コミュニティセンター

曜日地区 会場 開催日
7・14・21・28日

 

2・9・16・23日

10・17・24日

4・11・18・25日

今月の「にこにこ元気塾」地区別開催日一覧

1・8・15・22日
1・8・15・29日
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▷ 対象者　　不妊治療を受けている方、考えている方
▷ 開催日程　お住まいの地区以外の会場でも参加可能です。

▷ 申込方法
　希望する地区を管轄する保健福祉事務所へ参加申込み期限ま
でに電話又はＦＡＸにてお申し込みください。
※ 案内チラシ（ＦＡＸ用紙）は保健センターにもあります。

▶ 問　保健センター　☎ 62-5110、FAX62-0202

▷ 申込先

▷ 注意事項
　会場により、開始時刻およびスケジュール（お
しゃべり会・個別相談の時間等）が異なります
のでご注意ください。
　各会場ともに個別相談は先着順のため、申し
込み多数の場合はご了承願います。

※ NPO 法人 Fine 〜現在・過去・未来の不妊体験者
を支援する会〜

　不妊体験をもつセルフ・サポートグループとして
2004 年任意団体として設立され、「不妊治療患者が
正しい情報に基づき納得して選択した治療を安心し
て受けられる環境」、また「不妊体験者が社会から孤
立せずに健全な精神を持ち続けられる環境」の整備
を目指しています。
※ 不妊症認定看護師
　不妊症認定看護師は、生殖不妊医療に関する最新
の知識を持ち不妊症に悩む方へのカウンセリングを
行うほか、不妊検査、治療に関する情報提供と自己
決定の支援を行います。

　赤ちゃんが欲しくて悩んでいませんか。また、不妊治療を受けても思い通りにいかず孤独になっていませんか。
気持ちを語り合い、共有することで少しでも心が軽くなってほしい。そんな思いでお待ちしています。

平成 28 年度　福島県不妊セミナー

開催日時 会 場 申込
締切日

プログラム

個別相談

先着８名

先着５名

先着10名

おしゃべり会

10 月
25 日
（火）

1１月５日(土)
11:30～ 16:00
個別相談 11:30～
おしゃべり会 13:00～

会津保健
福祉事務所

福島県立医科大学
産科・婦人科学講座
菅沼亮太　医師

11 月
８日

（火）

受付10 月受付10 月
25 日
受付
25 日終了25 日終了25 日
（火）終了（火）

11月19日(土)
13:00～ 16:00
個別相談 13:00～
おしゃべり会 13:00～

福島市
市民会館
※申込は、
県北保健福
祉事務所へ

福島県立医科大学
付属病院
尾形優子
不妊症看護認定看護師

12月10日(土)
11:30～ 16:00
おしゃべり会 11:30～
個別相談 13:00～

県南保健
福祉事務所

福島県立医科大学
産科・婦人科学講座
菅沼亮太　医師

福島県立医科大学付
属病院
尾形優子
不妊症看護認定看護師

【司会進行】
NPO法人Fine
 ～現在・過去・
未来の不妊体験者
を支援する会～

治療の悩みや
迷い今の気持
ちなど話して
みませんか。
仲間の話を聞
いて話して気
持ちを共有し
ましょう！
おしゃべりし
たら、きっと
気分もリフ
レッシュ！

保健福祉事務所名 電話番号 FAX番号
会津保健福祉事務所
児童家庭支援チーム
県北保健福祉事務所
児童家庭支援チーム
県南保健福祉事務所
児童家庭支援チーム

0242-29-5278 0242-29-5289

024-534-4155 024-534-4105

0248-22-5647 0248-22-5451

赤ちゃんに逢えるその日のために

　

和
算
（
わ
さ
ん
）
は
、
日
本
独

自
に
発
展
を
と
げ
た
数
学
の
こ

と
を
指
し
ま
す
。
い
つ
も
教
科
書

で
習
っ
て
い
る
公
式
と
は
全
く
違

う
視
点
で
見
て
い
る
の
に
、
順
を

追
っ
て
解
い
て
い
く
と
不
思
議
と

答
え
は
等
し
い
︙
。「
何
で
公
式

は
こ
う
な
の
？
」
を
実
物
で
理
解

で
き
た
り
と
、
実
際
の
勉
強
に
役

立
つ
こ
と
も
盛
り
だ
く
さ
ん
！

　
「
三
春
ま
ち
な
か
寺
子
屋
」
は

平
成
29
年
１
月
か
ら
12
回
シ
リ
ー

ズ
で
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
プ
レ

オ
ー
プ
ン
の
た
め
無
料
で
す
。
こ

の
機
会
に
和
算
の
世
界
に
触
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼ 

日
時　
11
月
12
日（
土
）午
前
10
時
～

▼ 

会
場

　

自
然
観
察
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
（
三
春
町
大
字
西
方
字
石
畑

２
７
０-

１
）

▼ 

参
加
費　
無
料

▼ 

申
込
み　
不
要

▼ 

講
師　
五
輪
教
一
氏

和
算
で
遊
ぼ
う

「
三
春
ま
ち
な
か
寺
子
屋
」

　
　
プ
レ
公
開
講
座
開
催

▼ 

問　
（
株
）ま
ち
づ
く
り
公
社 

観
光
部

　

 　
　

☎
62-

３
６
９
０

和
算
の
世
界
を

体
験
し
よ
う
！



　企業局では、安全で安心できる水道水を供給するため、毎年水質検査を実施しています。
　平成 28 年度も、すべての検査項目において水道法に定める水質基準を満たしていました。
　○ 検査種別 基準項目　原水 39 項目　浄水 51 項目

平成 28 年度の水質検査結果をお知らせします

問い合わせ先　企業局　水道・宅造グループ　☎ 62-2500、FAX62-2666
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● 町内小中学校等・主な施設・都市公園等の環境放射線量測定値

平成28年
10月11日

平成28年
9月6日

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10
11
12
13
14
15

三春小学校
沢石小学校
要田小学校
御木沢小学校
岩江小学校
中妻小学校
中郷小学校
三春中学校
岩江中学校
第一保育所
第二保育所
北保育所
岩江幼稚園
中郷幼稚園
三春幼稚園

No. 測定施設
測定値

0.10
0.10
0.09
0.11
0.09
0.12
0.09
0.09
0.12
0.11
0.11
0.11
0.10
0.10
0.11

（0.08）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.10）
（0.10）
（0.07）
（0.05）
（0.09）
（0.08）
（ ― ）
（0.07）

0.10
0.10
0.09
0.11
0.09
0.12
0.09
0.09
0.12
0.11
0.11
0.11
0.10
0.10
0.11

（0.08）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.10）
（0.10）
（0.07）
（0.05）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.07）

● 仮置き場の空間線量測定値

　現在、町で独自に測定している小中学校、保育所、幼稚園、主な施設や都市公園の環境放射線量測定値をお知らせします。
※ 単位はマイクロシーベルト／時間です。
※ 町内小中学校等・主な施設の環境放射線量の測定は、地上１メートルで計測しています。
※ 町内小中学校等の空間線量測定結果のかっこ内は室内の数値です。
※ 都市公園等空間線量測定結果の施設３、６、10 には砂場がありません。

　現在、除去土壌等の受入れを行っている北部三地区、北部三地区第２、三春地区、中妻地区、中郷地区および岩江
地区の仮置き場における空間線量の測定結果をお知らせします。また、地下水などの放射性物質検査も実施しており、
すべての仮置き場の井戸や調整池など、いずれも基準値未満となっています。（単位：マイクロシーベルト／時間）
※ 仮置き場平場周りなどの数か所を測定しています。

平成28年
10月6日

平成28年
9月8日

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

JAたむら御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測定値

0.23
0.13
0.19
0.13
0.11
0.12
0.15
0.13
0.14 
0.13 
0.14
0.19 
0.12
0.12 
0.18
0.11
0.24

0.23
0.13
0.19
0.13
0.11
0.12
0.15
0.13
0.14 
0.13 
0.14
0.19 
0.12
0.12 
0.18
0.11
0.24

◆ 町内小中学校等の空間線量測定結果 ◆ 主な施設の空間線量測定結果 ◆ 都市公園等の空間線量測定結果

1cm高
0.11
0.12
0.09
0.10
0.16
0.12
0.10
0.13
0.11
0.13

遊具砂場
1
2
3
4
5
6
7
8
９
10

担橋公園
河原公園
田畑公園
中央公園
一本松公園
城山公園
庚申坂公園
番組公園
八十内公園
ばんとう緑地

No. 測定施設 10月３日

0.10
0.13
0.10
0.12
0.18
0.12
0.10
0.12
0.09
0.18

0.12
0.13
-
0.09
0.16
-
0.10
0.11
0.10
-

 環境放射線量測定値をお知らせします

◆ 中妻地区仮置き場

◆ 北部三地区仮置き場 ◆ 三春地区仮置き場

◆ 中郷地区仮置き場

①
0.10
0.11
0.14
0.12

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.14
0.13
0.15
0.11

0.13
0.14
0.13
0.11

0.12
0.13
0.11
0.1０

0.12
0.13
0.13
0.11

0.12
0.15
0.12
0.12

0.10
0.09
0.09
0.07

9月  7日
9月14日
9月21日
9月28日

測定日／測定点 ①
0.16
0.16
0.15
0.17

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.14
0.14
0.13
0.15

0.14
0.15
0.15
0.16

0.11
0.11
0.12
0.14

0.09
0.09
0.11
0.09

0.09
0.10
0.10
0.10

0.13
0.12
0.12
0.12

9月  1日
9月  8日
9月15日
9月22日

測定日／測定点

①
0.10
0.10
0.10
0.11

② ③ ④
0.13
0.13
0.14
0.13

0.10
0.10
0.09
0.10

0.13
0.13
0.14
0.13

9月  6日
9月12日
9月20日
9月26日

測定日／測定点 ①
0.11
0.12
0.11
0.12

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.12
0.13
0.10
0.10

0.11
0.11
0.10
0.13

0.11
0.12
0.10
0.14

0.10
0.08
0.08
0.08

0.11
0.11
0.12
0.10

0.11
0.10
0.10
0.09

9月  5日
9月12日
9月20日
9月26日

測定日／測定点

◆ 岩江地区仮置き場

①
0.09
0.10
0.10
0.10
0.11

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.10
0.11
0.11
0.10
0.10

0.13
0.12
0.11
0.10
0.11

0.18
0.17
0.18
0.17
0.18

0.18
0.17
0.18
0.14
0.18

0.13
0.13
0.13
0.13
0.13

0.14
0.12
0.12
0.14
0.12

9月  1日
9月  9日
9月16日
9月23日
9月30日

測定日／測定点

◆ 北部三地区第２仮置き場

● 問い合わせ先　除染対策課 ☎ 62-1122、FAX61-1110

①
0.15
0.11
0.12
0.1０

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.15
0.15
0.11
0.15

0.17
0.13
0.10
0.12

0.14
0.14
0.12
0.11

0.17
0.18
0.19
0.19

0.12
0.12
0.11
0.13

0.12
0.14
0.10
0.13

9月  6日
9月12日
9月20日
9月27日

測定日／測定点
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● 環境放射線量に関する問い合わせ先
○ 学校などの施設
　教育課 学校教育グループ ☎ 62-6310
　　　　　　　　　　　  FAX62-6000
○ 主な施設
　除染対策課 ☎ 62-1122
　　　　  　FAX61-1110
○ 都市公園　
　建設課 都市グループ ☎ 62-2113
　　　　　　　　　　FAX62-3300



◆ ベクレル調べるセンターは、公的認証機関ではないため、簡易検査として実施しております。
　測定結果は、あくまでも参考であり、これを出荷および摂取制限等の根拠とするものではありません。

◆ 測定結果は町で記録・公表するほか、放射線対策のため国、県に提供いたします。

◆ これらの検体は、個人が自家用に使用するためのものであり、産地も必ずしも三春であるとは限りません。
　農家が生産し出荷している農産物は、県のモニタリング調査で管理されており、基準値を超えるものが

流通・販売されることはありません。

◆ 食品中の放射性物質の傾向
　◇ 野菜、豆類、加工食品はほとんどのものが 20 ベクレル /kg（検出限界値）未満です。

　◇ きのこ類では、野生きのこが基準値を超えていることが多いです。

　◇ 果実類では栗で基準値を超えるものがありました。また、野生の猪肉は基準値を超えています。

　◇ 一般食品の基準値は 100 ベクレル /kg です。基準値を超えるものは摂食を控えるようにしましょう。

問い合わせ先　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147、FAX62-5155

ベクレル調べるセンター （平成 28 年 7 月 1 日～ 9 月 30 日）

※一般食品の基準値 :100 ベクレル /kg（平成 24年 4月 1日から )

食品等の放射性物質（セシウム）検査結果

区分 例示
検体数（件）

最大値
（ベクレル /kg）総検体数

野菜

豆類

山菜

きのこ

穀類

果実

加工食品

その他

合　　計

100ベクレル
以下のもの

100ベクレル
を超えたもの

カボチャ、キャベツ、キュウリ、
ジャガイモ、タマネギ、大根、
トマト、ナス、ネギ、白菜、ピー
マン、ブロッコリーなど

インゲン、ささぎ豆、枝豆など

梅干し、梅漬けなど

ー

ハツタケ、タマゴタケ
サクラシメジなど

梅、ブルーベリー、栗、いちじくなど

シソ、オトギリソウ、猪肉など

ー

363
検出限界値

20ベクレル未満

53 検出限界値
20ベクレル未満

検出限界値
20ベクレル未満

2840
（猪肉）

3611
（野生きのこ）

192
（栗）

0 ー

20

0 ー

72

5

17

363

53

0

10

0

71

5

16

0

0

0

10

0

1

0

1

530 518 12
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問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎ 62-6310、FAX62-6000

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

三
春
小
学
校
編

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス
〜 

我
が
校
の
教
育
Ｎ
Ｏ
Ｗ 

〜

　

三
春
小
学
校
は
、「
強
く
（
強
い
心
と
体
）」「
正
し
く
（
進

ん
で
学
ぶ
）」「
美
し
く
（
思
い
や
り
）」
を
教
育
目
標
と

し
て
掲
げ
、
明
徳
の
精
神
（
く
も
り
の
な
い
り
っ
ぱ
な
徳

性
）
を
基
調
と
し
た
未
来
に
生
き
る
人
間
性
豊
か
な
子
ど

も
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
校
な
ら
で
は
の
取
組
の
一
つ
に
、
学
校
運
営
協
議
会

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
）
を
基
に
し
た
「
三
春
小
学
校

学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
通
称
サ
ン
ボ
ラ
）」
が
あ
り
ま

す
。
教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
児
童
の
学
び
の
質
を
高
め

る
た
め
、
外
部
か
ら
の
学
習
支
援
者
を
招
聘
す
る
も
の
で
、

毎
年
度
の
べ
２
０
０
人
程
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
こ
れ
ま
で
に「
盆
太
鼓
」「
盆
踊
り
」「
田
植
え
」

「
町
探
検
」「
読
み
聞
か
せ
」「
ク
ラ
ブ
活
動
」
な
ど
、
様
々

な
場
面
に
お
い
て
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
年
間
を
通
し
て
実
施
し
て
い
る

「
丸
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
も
そ
の
一
つ
で
す
。
算
数
に
お
け

る
プ
リ
ン
ト
学
習
に
対
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
丸
を

つ
け
て
い
た
だ
く
活
動
で
す
が
、
基
礎
的
な
学
力
の
向
上
は

も
と
よ
り
、
地
域
の
方
々
と
の
ふ
れ
合
い
も
深
ま
り
、
お
互

い
が
笑
顔
で
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
活
動
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
や
保
護
者
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て

子
ど
も
た
ち
を
育
む
こ
と
に
努
め
て
い
く
と
共
に
、
今
年

度
で
１
４
３
年
に
な
る
三
春
小
学
校
の
歴
史
を
こ
れ
か
ら

も
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
伝
統
を
守
り

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

丸付けボランティア
のようす

全部できたよ（三春小）

12

　夏休み最終週から 10月初めにかけて、田村地区内で様々な大会が行われました。児童・生徒たちは、これらの
各大会で夏休み前、夏休み中の練習の成果を存分に発揮しました。（敬称略）

● 三春の子どもたち、活躍しています！

【田村地区小・中学校音楽祭】（8月 23、24日実施）
　合唱の部には、三春小学校、三春中学校、岩江中学校、合奏の部には三春小学校、三春中学校が出場しました。
素晴らしい歌声と演奏を披露し、会場からは大きな拍手をいただきました。

矢吹優里さん（岩江中２年）
三春中学校の駅伝チーム

【田村地区中学校英語弁論大会】（９月２日実施）
＜創作の部＞第２位　矢吹優里（岩江中 2年）
＜暗唱の部＞第４位　白谷莉帆（三春中 1年）
　　　　　　第８位　渡辺乙葉（岩江中 1年）

【田村支部中体連駅伝大会】（８月 31日実施）
＜男子の部＞第３位　三春中学校Ａチーム
　　　　　　第６位　三春中学校 Bチーム
＜女子の部＞第２位　三春中学校Ａチーム
　　　　　　第 5位　三春中学校 Bチーム
　　　　　　第６位　岩江中学校Ａチーム※ 6 位までが入賞

【田村支部中体連新人総合大会】（9月 28日～ 30日実施）
※団体競技の成績のみ
＜三春中学校＞
第１位　ソフトボール、女子ソフトテニス、女子剣道
第２位　軟式野球、男子ソフトテニス、男子剣道、男子柔道
第３位　男子バスケットボール、女子バスケットボール、
　　　　男子バレーボール、女子バレーボール、女子卓
　　　　球、サッカー
＜岩江中学校＞
第３位　 男子バスケットボール、女子ソフトテニス、男子卓球

三春中学校ソフトボール
部の皆さん（上）
岩江中学校卓球部の皆
さん（右）



　～地域をつなぐ三春の輪～（10月１日）

町立三春病院News町立三春病院News
世界糖尿病デー（11月14日）

　世界に拡がる糖尿病の脅威に対応するため、1991 年にＩＤＦ（国際糖尿病連合）とＷＨＯ（世
界保健機関）が制定しました。
　日本には総人口の 10％を超える 2050 万人の糖尿病患者及び予備軍がいると推定されます。
　糖尿病の予防は健康診断などによる早期発見・早期治療が大切です。

★ 自衛消防大会参加（９月15日）
　９月 15 日、第８回田村地区自衛消防操法大会が開催されました。三春
病院は屋内消火栓を用いる「２人操法・２号消火栓」部門に出場し、「敢闘
賞」を頂きました。自衛消防操法大会で培った経験を活かし、災害発生時
に適切な初期対応ができるよう努めて参ります。

★ 第７回みはるフェスタ

　10月１日、三春病院特設会場にて「第７回みはるフェスタ」を開催し
ました。
　外来待合室には三春町第一保育所・第二保育所・三春幼保園の園児たち
の作品や、田村高校の生徒が制作した油絵を展示、病院長による「生活習
慣病について」をテーマにした健康講座、三春町敬老園、三春町第一保育
所による踊り、ギター演奏、須賀川吹奏楽団のサックス四重奏、模擬店・
バザーなど様々な催し物が開催され、多いに賑わうフェスタとなりました。
　多数のご参加、誠にありがとうございました。

外来診療のご予約　☎ 73-8155　　問い合わせ先 町立三春病院事務部　☎ 62-3131

自衛消防大会のようす

 ９月９日～ 10月８日
寄附・ボランティア
していただいた方々
（敬称略・順不同）
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エ

▽ 

上
野
ト
ク
（
平
沢
）

▽ 

村
上
貞
子
（
八
島
台
）

▽ 

齋
藤
キ
ミ
子
（
南
町
）

▽ 

橋
本
ア
イ
子
（
雁
木
田
）

▽ 

橋
本
光
子
（
御
免
町
）

▽ 

宍
戸
キ
ミ
子
（
下
舞
木
）

▽ 

山
下
洋
子
（
小
浜
海
道
）

▽ 

橋
本
ミ
ツ
子
（
担
橋
）

▽ 

國
分
シ
ヅ
子
（
新
町
）

▽ 

石
塚
ハ
ツ
ヨ
（
荒
町
）

【
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
】

　

 

久
米
奈
央
（
神
奈
川
県
）

須賀川吹奏楽団のサックス四重奏 模擬店のようす
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◆ 

新
し
い
生
徒
会
役
員
決
定

　

９
月
15
日
、
平
成
28
年
度
生
徒
会
役
員
選

挙
立
会
演
説
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

定
数
の
立
候
補
と
な
り
、
信
任
投
票
で
全
員

が
信
任
さ
れ
、
校
長
先
生
よ
り
認
証
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
高
の
新
た
な
歴
史
を
刻
み
リ
ー
ド
す
る

と
い
う
気
概
を
持
っ
て
全
員
が
生
徒
会
活
動

に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

▼ 

会　
長　
樽
井
優
璃
（
２-

２
・
船
引
）

▼ 

副
会
長　
管
野
亜
美
（
２-

１
・
常
葉
）

　
　
　
　
　

 

郡
司
安
由
美
（
１-

２
・
常
葉
）

▼ 

書　
記　
渡
辺
龍
斗
（
２-

３
・
移
）

　
　
　
　
　

 

宍
戸
優
香
（
１-

３
・
三
春
）

▼ 

会　
計　
鈴
木
美
穂
（
２-

２
・
三
春
）

　
　
　
　
　

 

茂
木
優
人
（
１-

４
・
岩
江
）

◆ 
体
育
科
３
年
登
山
実
習

　

９
月
８
日
、
９
日
の
１
泊
２
日
の
日
程
で

体
育
科
３
年
の
登
山
実
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
実
習
で
は
体
育
科
必
修
の
野
外
活
動

と
し
て
、
日
本
百
名
山
に
選
定
さ
れ
て
い
る

東
北
地
方
最
高
峰
の
燧
ヶ
岳
に
毎
年
挑
戦
し

て
い
ま
す
。

　

第
１
日
目
は
バ
ス
で
午
前
５
時
40
分
に
ま

ほ
ら
を
出
発
、
檜
枝
岐
山
岳
協
会
の
２
人
の

専
門
の
ガ
イ
ド
の
指
導
の
も
と
、
天
候
の
関

係
か
ら
三
条
ヶ
滝
ル
ー
ト
を
変
更
し
、
御
池

～
沼
山
峠
～
尾
瀬
ヶ
原
の
ル
ー
ト
で
尾
瀬
小

屋
に
到
着
し
、
初
日
を
終
え
ま
し
た
。

　

第
２
日
目
は
午
前
７
時
に
尾
瀬
小
屋
を
出

発
、
新
た
に
開
通
し
た
見
晴
新
道
を
通
り
、

燧
ヶ
岳
を
目
指
し
ま
し
た
。
見
晴
新
道
は
笹

藪
を
切
り
開
い
た
道
で
獣
道
の
様
で
し
た

◆ 

田
高
体
育
大
会
実
施

　

９
月
６
日
、
７
日
に
体
育
大
会
を
以
下
の

競
技
種
目
で
実
施
し
ま
し
た
。
レ
ベ
ル
の
高

い
試
合
が
多
く
見
ら
れ
、
ク
ラ
ス
で
の
連
帯

意
識
と
学
校
全
体
の
融
和
を
は
か
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
（
各
１
位
の
み
）。

▼ 

総
合　
３-

６

▼ 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

○ 

男
子　

３-

６
Ｂ　

○ 

女
子　

３-

３
Ａ

▼ 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

○ 

男
子　

３-

２　

○ 

女
子　

１-

３

▼ 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

○ 

男
子　

３-

４　

○ 

女
子　

３-

６

▼ 

卓
球

○ 

男
子　

３-

２　

○ 

女
子　

２-

１

▼ 

サ
ッ
カ
ー　
２-

４

▼ 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
長
縄
跳
び
）　
１-

１

▼ 

リ
レ
ー　
３-

４

▼ 

問　
福
島
県
立
田
村
高
等
学
校

　
　
　

 

☎
62-

２
１
８
５

役員認証式のようす

登山実習を行った体育科３年生

クラス対抗リレー

バレーボール

開会式

バスケットボール

が
、
全
員
無
事
に
山
頂
に
登
頂
し
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
曇
り
の
た
め
、
３
６
０
度
パ

ノ
ラ
マ
の
最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
達
成
感
を

得
る
こ
と
は
で
き
ま
し
た
。

　

日
頃
部
活
動
で
鍛
え
て
い
る
体
育
科
の
生

徒
た
ち
と
は
い
え
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に

も
大
変
過
酷
な
今
回
の
登
山
実
習
に
お
い
て

無
事
登
頂
で
き
た
こ
と
で
、
ど
の
生
徒
も
感

動
と
喜
び
を
味
わ
い
、い
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

尾瀬ヶ原

燧ヶ岳からの風景
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う
つ
く
し
ま
・
み
ず
ウ
オ
ー
ク
２
０
１
６

　
　
　
　

三
春
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

さ
く
ら
湖
自
然
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　

２
０
１
６
開
催

　

９
月
24
日
、
今
回
で
18
回
目
を
迎
え
た
「
う

つ
く
し
ま
・
み
ず
ウ
オ
ー
ク
２
０
１
６
三
春
大

会
」
が
三
春
ダ
ム
さ
く
ら
湖
周
辺
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
約
１
、８
０
０
名
の
参
加
者
が

大
町
太
鼓
保
存
会
の
太
鼓
に
見
送
ら
れ
、
滝
の

平
野
外
劇
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
７
km
、
10
km
、

18
km
、
ま
な
ぶ
ん
３
km
の
４
コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
、
三
春
の
里
田
園
生
活
館
を
目
指
し
、
秋
の

三
春
路
の
散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
ダ
ム
湖
に
架
か
る
春

田
大
橋
か
ら
見
渡
す
さ
く
ら
湖
の
雄
大
な
秋
の

水
景
色
や
、
深
い
緑
の
葉
を
ま
と
っ
た
滝
桜
な

ど
、
沿
道
の
美
し
い
風
景
を
眺
め
な
が
ら
、
さ

わ
や
か
な
秋
風
の
な
か
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て

い
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
会
場
の
三
春
の
里
田
園
生
活

館
で
は
、
お
楽
し
み
抽
選
会
や
、
地
元
の
野
菜

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
三
春
汁
が
振
る
舞
わ

れ
、
舌
鼓
を
打
つ
人
々
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

みずウオークを楽しむ参加者の皆さん

　

10
月
12
日
、さ
く
ら
湖
自
然
観
察
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
お
い
て
「
さ
く
ら
湖
自
然
環
境
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
１
６
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
第
１
部
で
は
、
国
土
交
通
省

三
春
ダ
ム
管
理
所
よ
り
佐
々
木
到
専
門
官
が「
さ

く
ら
湖
の
水
質
」
と
題
し
た
報
告
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
郡
山
市
に
あ
る
日
本
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
よ
り
院
生
の
大
附
遼
太
郎
さ
ん
が

「
水
を
浄
化
す
る
花
壇
の
研
究
」
に
つ
い
て
の
研

究
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
中
妻
小
学

校
４
年
の
皆
さ
ん
が
「
田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
査

隊
」、
中
郷
小
学
校
５
年
生
の
皆
さ
ん
が
「
中
郷

の
環
境
～
守
り
・
受
け
継
ぐ
自
然
～
」
と
い
う
、

総
合
学
習
で
の
成
果
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
東
北
大
学
生
命
科
学
研
究
科

教
授
の
占
部
城
太
郎
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し

て
「
ダ
ム
湖
の
小
さ
な
生
き
も
の
―
ミ
ジ
ン
コ

の
は
な
し
―
」
と
題
し
た
基
調
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
ダ
ム
湖
に
も
生
息
し
て
い
る
小

さ
な
ミ
ジ
ン
コ
が
、
生
態
系
の
中
で
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
生
態
と

と
も
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
の
途
中
で
は
「
さ
く
ら
湖
」
な

ど
に
棲
む
小
さ
な
生
き
物
を
、
顕
微
鏡
な
ど
を

使
っ
て
観
察
す
る
実
験
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
実
際
に
ダ
ム
湖
に
棲
む
生
物
を

観
察
で
き
る
機
会
と
あ
っ
て
、
参
加
し
た
皆
さ

ん
は
と
て
も
興
味
深
い
様
子
で
観
察
を
行
い
、

講
演
を
さ
ら
に
理
解
す
る
よ
い
体
験
と
な
り
ま

し
た
。
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半
世
紀
を
振
り
返
り

　
　

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰

ブ
ー
タ
ン
王
国
に

　

「
三
春
ガ
ー
デ
ン
」
完
成

第
３
回
国
保
健
康
づ
く
り

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

　

10
月
13
日
、
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

１
２
４
名
（
男
77
名
、
女
47
名
）
が
16
ホ
ー
ル

の
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▼ 

男
子
の
部

▽ 

優
勝　
箭
内
兼
雄
（
八
幡
町
）

▽ 

準
優
勝　
鈴
木
誠
（
山
田
）

▽ 

３
位　
増
子
京
一
（
山
田
）

▼ 

女
子
の
部

▽ 

優
勝　
橋
本
良
子
（
北
成
田
）

▽ 

準
優
勝　
桑
山
ト
ミ
子
（
荒
町
）

▽ 

３
位　
星
野
ト
キ
子
（
新
町
）

上位入賞プレーヤーの皆さん

　

10
月
７
日
、
結
婚
50
周
年
を
迎
え
た
夫
婦
を

祝
う
「
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰
」
伝
達
式
が

割
烹
八
文
字
屋
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

16
組
の
夫
婦
が
表
彰
さ
れ
、
と
も
に
歩
ん
で
き

た
半
世
紀
の
歳
月
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
代
表
で
、
影
山
光
雄
さ
ん
・
操
さ

ん
ご
夫
妻
に
米
谷
量
平
福
島
民
報
社
田
村
支
局

長
よ
り
表
彰
状
が
、
八
木
沼
英
夫
さ
ん
・
サ
ト

子
さ
ん
ご
夫
妻
に
橋
本
敏
昭
三
春
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
長
よ
り
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
幕
田
勝
壽
さ
ん
・
マ
サ
子
さ
ん
ご

夫
妻
が
代
表
で
謝
辞
を
述
べ
、
式
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、
松
蔚
流
舞
扇
会
に
よ
る
日
本
舞

踊
が
披
露
さ
れ
、
式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
、

夫
婦
仲
良
く
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

謝辞を述べる幕田勝壽さん・マサ子さんご夫妻
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ブ
ー
タ
ン
三
春
協
働
実
行
委
員
会
が
、
９
月

21
日
か
ら
30
日
ま
で
ブ
ー
タ
ン
王
国
を
訪
問

し
、
ブ
ー
タ
ン
王
国
花
卉
造
園
セ
ン
タ
ー
に
日

本
式
庭
園
「
三
春
ガ
ー
デ
ン
」
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

　

三
春
町
と
ブ
ー
タ
ン
王
国
と
は
、
震
災
後
、

ブ
ー
タ
ン
王
国
の
国
王
夫
妻
が
被
災
地
支
援
と

し
て
福
島
県
を
訪
問
さ
れ
た
こ
と
へ
感
謝
の
意

を
表
し
、
町
が
国
王
へ
滝
桜
の
子
孫
木
を
贈
っ

た
こ
と
が
縁
で
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支

援
を
受
け
て
、
ブ
ー
タ
ン
王
国
の
花
卉
造
園
分

野
に
お
け
る
人
材
育
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
三
春
ガ
ー
デ
ン
は
、
そ
の
事
業
の
一

環
と
し
て
、
ブ
ー
タ
ン
王
国
農
林
省
職
員
ら

と
と
も
に
完
成
さ
せ
た
も
の
で
、
敷
地
面
積
は 

50
ａ
で
、
滝
や
竹
垣
な
ど
も
設
置
さ
れ
、
滝
桜

の
子
孫
木
も
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

三春ガーデンを完成させた皆さん石積みの滝

完成した竹垣



福
島
キ
ッ
ズ
収
穫
祭

　
　
　

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

三
春
大
神
宮
祭
礼
が

　

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

鈴
木
俊
祐
さ
ん
が
平
成
28
年
度

自
然
歩
道
関
係
功
労
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た

献
血
有
功
章
の
伝
達

　
　
　
　

が
行
わ
れ
ま
し
た
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鈴
木
俊
祐
さ
ん
は
、
中
町
の
愛
宕
神
社
か
ら

荒
町
の
龍
穏
院
に
抜
け
る
遊
歩
道
を
多
年
に
わ

た
り
草
刈
り
や
清
掃
な
ど
の
美
化
活
動
を
行

い
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
環
境
省
自
然
環

境
局
長
か
ら
自
然
歩
道
関
係
功
労
表
彰
を
贈
ら

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受賞した鈴木俊祐さん（中央）

　

９
月
21
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
、
献
血
有

功
章
の
伝
達
が
行
わ
れ
福
島
県
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー
と
町
か
ら
受
賞
者
の
方
に
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
金
色
有
功
章
（
献
血
回
数
１
０
０

回
）
を
本
田
勝
治
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

金色有功章を受賞した本田勝治さん

　

10
月
８
日
、
９
日
に
三
春
大
神
宮
祭
礼
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
日
の
神
輿
渡
御
に
は
多
く
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

が
勇
壮
な
長
獅
子
の
舞
や
天
狗
な
ど
行
列
を
一

目
見
よ
う
と
集
ま
り
、賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

祭
礼
の
な
か
で
一
番
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ

る
夜
の
還
御
で
は
各
地
区
の
神
輿
や
山
車
が
町

内
を
練
り
歩
き
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
和
太
鼓

の
音
や
神
輿
を
担
ぐ
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の

元
気
な
掛
け
声
が
町
内
に
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

長獅子（荒町）のようす

神輿のようす

　

10
月
16
日
、
福
島
キ
ッ
ズ
「
元
気
×
夢
」
復

興
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
６
実
行
委
員
会

主
催
に
よ
る
福
島
キ
ッ
ズ
収
穫
祭
が
フ
ァ
ー
ム

パ
ー
ク
い
わ
え
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
収
穫
祭
は
春
の
時
期
に
み
ん
な
で
植

え
た
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
収
穫
で
子
ど
も
19
名
、

保
護
者
19
名
の
計
38
名
が
参
加
し
、
稲
刈
り
な

ど
の
体
験
を
親
子
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
に
は
福
島
ガ
イ
ナ
ッ
ク
ス
の

ア
ニ
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
稲
刈
り
体
験
の
似
顔
絵

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

※ 
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
と
は

　

田
ん
ぼ
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
見
立
て
、
色
の
異

な
る
稲
を
絵
具
代
わ
り
に
巨
大
な
絵
を
描
く
も

の
で
、
遊
休
農
地
解
消
、
農
村
環
境
の
維
持
保
全

を
図
る
た
め
、
斎
藤
地
区
、
鷹
巣
地
区
、
上
舞
木

地
区
、
富
沢
９
組
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

福島キッズ収穫祭のようす



福
島
県
市
町
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で

八
雲
会
が
健
闘

桜
川
上
流
工
区
竣
工
式
を

　
　
　
　

開
催
し
ま
し
た

岩
江
地
区
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

５
、０
０
０
日
達
成
！　

第
10
回
市
町
村
対
抗
福
島
県

軟
式
野
球
大
会
出
場

　

９
月
９
日
、
岩
江
地
区
で
は
、「
交
通
死

亡
事
故
ゼ
ロ
５
、０
０
０
日
」
を
達
成
し
ま

し
た
。

　

岩
江
地
区
で
は
、
交
通
安
全
協
会
岩
江
分

会
が
主
体
と
な
り
広
報
配
布
や
児
童
・
生
徒

へ
の
朝
の
交
通
指
導
、
さ
ら
に
平
成
27
年
度

か
ら
は
ミ
ニ
テ
ン
ト
村
（
街
頭
啓
発
活
動
）

な
ど
の
交
通
安
全
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し

て
お
り
、
今
回
の
快
挙
達
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

岩
江
分
会
の
次
の
目
標
は
、
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
６
、
０
０
０
日
で
す
。

交通死亡事故ゼロ 5,000 日達成記念祝賀会

　

第
10
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球
大
会

に
出
場
し
た
三
春
町
チ
ー
ム
は
、
９
月
24
日
の

第
１
試
合
（
２
回
戦
：
牡
丹
台
野
球
場
）
で
石

川
町
チ
ー
ム
と
対
戦
し
、
４
番
山
口
賢
太
選
手

の
連
続
タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
の
活
躍
に
よ
り
６

対
２
で
勝
利
し
ま
し
た
。

　

３
回
戦
は
10
月
１
日
の
第
１
試
合
（
開
成
山

野
球
場
）
で
、
二
本
松
市
チ
ー
ム
と
対
戦
し
、

善
戦
し
ま
し
た
が
、
４
対
10
で
敗
れ
ま
し
た
。

　

ス
タ
ン
ド
で
は
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が

応
援
に
か
け
つ
け
、
選
手
に
厚
い
声
援
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

大活躍した
山口選手（左）

試合のようす
（右）

　

今
年
８
月
に
桜
川
上
流
工
区
（
清
水
～

一
本
松
地
内
）
で
予
定
さ
れ
て
い
た
改
修

工
事
が
全
て
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
９
月

20
日
に
福
島
県
と
三
春
町
が
共
催
し
三
春

交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
に
お
い
て
竣
工
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
室
井
良
文
福
島
県
土
木
部
技
監
、

鈴
木
義
孝
町
長
、
陰
山
𠀋
夫
町
議
会
議
長
、

影
山
初
吉
町
議
会
桜
川
河
川
改
修
対
策
特

別
委
員
会
委
員
長
、
太
田
文
枝
三
春
小
学

校
長
お
よ
び
「
一
級
河
川
桜
川
」
の
揮
毫

を
し
た
三
春
小
６
年
の
佐
藤
朋
哉
く
ん
に

よ
り
記
念
碑
の
除
幕
も
行
い
ま
し
た
。

　

記
念
碑
は
、
桜
川
沿
い
の
百
杯
宴
広
場
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

記念碑除幕のようす

佐藤朋哉くん（三春小６年）が
揮毫をした記念碑

　

10
月
２
日
に
第
26
回
福
島
県
市
町
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
、
田
村
市
運
動
公
園
・
陸
上
競
技
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
県
内
か
ら
集
ま
っ
た
全

32
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
三
春
町
か

ら
は
、
町
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
優
勝
し
た
八

雲
会
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
予
選
を
全
勝
で
突
破
し
ま

し
た
が
、
惜
し
く
も
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
回
戦
で

敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
敗
れ
て
は
し
ま
い
ま
し
た

が
、
会
場
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
選
手
に
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

白熱したゲームをみせた八雲会チーム

18
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第
41
回
三
春
町
小
学
校
陸
上
交
歓
会
開
催

　
　
　
　

小
学
生
は
練
習
の
成
果
を
発
揮

　

９
月
16
日
、
町
内
の
各
小
学
校
５
・
６
年
生
に
よ
る
陸
上
交
歓
会
が
町

営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
元
気
よ
く
自
分
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
競
技
に
打

ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。
陸
上
交
歓
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
○
数
字
は
順
位
・
か
っ
こ
内
は
学
校
・
学
級
名
）

【
５
年
男
子
】

▼ 

100
メ
ー
ト
ル
走

① 

笠
原 

颯
（
岩
江
１
）

② 

伊
藤 

充
宏
（
御
木
沢
）

③ 

長
谷
川 

玄
汰
（
岩
江
２
）

▼ 

持
久
走
（
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
）

① 

小
野
寺 

遼
（
岩
江
１
）

② 

平
野 

義
生
（
三
春
２
）

③ 

栁
沼 

柊
登
（
岩
江
２
）

▼ 

80
㍍
ハ
ー
ド
ル

① 

渡
邉  

楽
（
三
春
１
） 

① 

川
﨑 

凛
耶
（
三
春
２
）

③ 

渡
辺 

賢
治
（
御
木
沢
）

▼ 

走
り
幅
跳
び

① 

橋
本 

隼
（
中
郷
）

② 

岡
田 

夏
城
（
三
春
２
）

③ 

宗
方 

優
弥
（
岩
江
２
）

▼ 

走
り
高
跳
び

① 

佐
久
間 

廉
斗
（
三
春
１
）

② 

長
谷
川 

玄
汰
（
岩
江
２
）

② 

箭
内 

翔
和
（
御
木
沢
）

▼ 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

① 

遠
藤 

響
（
中
妻
）

② 

笠
原 

颯
（
岩
江
１
）

③ 

佐
藤 

凌
空
（
岩
江
２
）

▼ 

４
×

100
㍍
リ
レ
ー

① 

岩
江
１
／
② 

三
春
１
／
③ 

三
春
２

【
５
年
女
子
】

▼ 

100
メ
ー
ト
ル
走

① 
渡
辺 

由
貴
（
御
木
沢
）

② 
佐
久
間 

遥
（
沢
石
）

③ 

橋
本 
晏
（
御
木
沢
）

▼ 

持
久
走
（
800
メ
ー
ト
ル
）

① 

細
川 

結
加
（
岩
江
１
）

② 

栁
沼 

空
花
（
中
郷
）

③ 

橋
本 

葵
（
岩
江
２
）

▼ 

80
㍍
ハ
ー
ド
ル

① 

佐
藤 

千
夏
（
三
春
２
）

② 

橋
本 

晏
（
御
木
沢
）

③ 

市
川 

結
夢
（
三
春
２
）

▼ 

走
り
幅
跳
び

① 

大
田
夏
姫
（
中
妻
）

② 

小
出 

桃
香
（
御
木
沢
）

③ 

佐
久
間 

美
月
（
沢
石
）

▼ 

走
り
高
跳
び

① 

栁
沼 

風
華
（
三
春
２
）

② 

白
岩  

遥
（
三
春
２
）

② 

佐
久
間 

遥
（
沢
石
）

▼ 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

① 

千
葉
真
楓
（
中
妻
）

② 

本
田 

菜
摘
（
三
春
１
）

③ 

佐
久
間 

埜
乃
（
沢
石
）

▼ 

４
×

100
㍍
リ
レ
ー

① 

御
木
沢
／
② 

三
春
２
／
③ 

沢
石

【
６
年
男
子
】

▼ 

100
メ
ー
ト
ル
走

① 

大
内 

大
輔
（
沢
石
）

② 

関
根 

凪
琉
（
三
春
１
）

③ 

田
中 

涼
有
（
岩
江
２
）

▼ 

持
久
走
（
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
）

① 

大
内 

悠
矢
（
三
春
２
）

② 
渡
辺 

直
（
岩
江
１
）

③ 
宮
嶋 

蘭
羽
（
岩
江
２
）

▼ 
80
㍍
ハ
ー
ド
ル

① 

鈴
木 
陸
士
（
中
郷
）

② 

渡
邊 

龍
輝
（
三
春
２
）

③ 

宗
方
葉
介
（
中
妻
）

▼ 

走
り
幅
跳
び

① 

田
中 

涼
有
（
岩
江
２
）

② 

関
根 

凪
琉
（
三
春
１
）

③ 

渡
邉
颯
真
（
中
妻
）

▼ 

走
り
高
跳
び

① 

宗
像 

洸
樹
（
中
郷
）

② 

八
木
沼 

奏
登
（
中
郷
）

③ 

菊
田 

樹
生
（
三
春
２
）

【
６
年
女
子
】

▼ 

100
メ
ー
ト
ル
走

① 

八
田 

彩
織
（
三
春
２
）

② 

田
中 

美
幸
（
三
春
２
）

③ 

西
屋 

綾
香
（
三
春
２
）

▼ 

持
久
走
（
800
メ
ー
ト
ル
）

① 
佐
久
間 

彩
女
（
沢
石
）

② 
橋
本 
優
心
（
岩
江
１
）

③ 

山
口 
鈴
音
（
三
春
１
）

▼ 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

① 

大
内 

大
輔
（
沢
石
）

② 

赤
塚 

颯
汰
（
三
春
１
）

③ 

猪
腰 

哲
平
（
岩
江
２
）

▼ 

４
×

100
㍍
リ
レ
ー

① 

三
春
１
／
② 

三
春
２
／
③ 

岩
江
２

▼ 

80
㍍
ハ
ー
ド
ル

① 

八
田 

彩
織
（
三
春
２
）

② 

阿
部 

愛
実
（
三
春
１
）

③ 

米
川 

由
真
（
岩
江
２
）

▼ 

走
り
幅
跳
び

① 

小
出 

侑
希
（
三
春
２
）

② 

佐
久
間 

羽
音
（
沢
石
）

③ 

中
井 

環
（
三
春
１
）

▼ 

走
り
高
跳
び

① 

田
中 

美
幸
（
三
春
２
）

② 

宗
像 

柚
衣
（
三
春
１
）

③ 

西
屋 

綾
香
（
三
春
２
）

▼ 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

① 

白
岩 

愛
萌
（
中
妻
）

② 

八
木
原 

悠
里
（
三
春
２
）

③ 

佐
久
間 

凜
莉
（
沢
石
）

▼ 

４
×

100
㍍
リ
レ
ー

① 

三
春
２
／
② 

岩
江
１
／
③ 

三
春
１

80 メートルハードル

持久走



主な施設の休館日

延長業務

▼ 図書館（☎ 62-3375）
　11月2・3・7・14・21・23・28日
▼ 体育施設（☎ 62-6212）
　11月4・7・14・21・24・28日
▼ ステーション（☎ 61-1546）
　休まず営業しています
▼ 歴史民俗資料館・人形館
　（☎ 62-5263）
　11 月 7・14・21・24・28 日 
▼ 三春交流館（☎ 62-3837）
　11 月 7・14・21・28 日
▼ 中央児童館・わんぱくクラブ（☎62-8666）
　日曜日、祝日、11 月 28 日
▼ 子育てサロン（☎ 62-2748）
　（第 2 保育所内）
　11 月・11・15・22 日
　土・日曜日、祝日
▼ 役場・保健センター
　土・日曜日、祝日

▼ 役場１階窓口
 　【毎週水曜日】
 　11 月２・９・16・30 日
　 午後７時まで
 　【毎週日曜日】
 　11 月６・13・20・27 日
　 午前８時 30 分～ 12 時
※ 取扱業務の内容は、お問い
　合わせください。
▼ 清掃センター
 　【土・日の持込みゴミの日】
 　11 月 19 日（土）・20 日（日）
　 午前 9 時～午後 4 時

20
問い合わせ先　三春交流館「まほら」☎ 62-3837、FAX62-4727

三春交流館運営協会自主事業
ついに「まほら」に来る！日本の誇るヴィルトゥオーゾ 広瀬 悦子とデュオ～

　鍵盤の魔術シリーズ」第２弾は、フランスの至宝シプリ
アン・カツァリスと日本が誇る若きヴィルトゥオーゾ広瀬
悦子によるピアノのデュオリサイタルです。
　今回の目玉は何といってもシプリアン・カツァリスです。
カツァリスは、ピアノによるベートーヴェンの交響曲全曲
の演奏・CD 録音（リストの編曲版）で、世界を驚かせたヴィ
ルトゥオーゾ（超絶技巧の持ち主）であり、極めて個性的
な演奏スタイルで、様々な名曲の即興演奏や、難曲に挑戦し、
多くの聴衆を魅了し続けています。まさに「鍵盤の魔術師」
と呼ぶにふさわしいフランスの巨匠の登場です。
　そして、この「世界のカツァリス」の共演者が、マルタ・アルゲリッチ国際コンクール
で優勝し、現在はパリを中心に活躍する日本の誇る若きヴィルトゥオーゾ広瀬悦子です。
　曲目もベートーヴェンの「運命」第１楽章と、第９番の最終楽章「歓喜の歌」、「く
るみ割り人形」、ストラヴィンスキーの「火の鳥」のピアノデュオ編曲版（世界でもま
だ２度目の演奏です。）など、おなじみの名曲揃いとなっており、このピアノデュオを
聴くことができるのは東北では「まほら」だけです。
　世界一流のピアニストによるクリスマスシーズンにふさわしいリサイタルです。

鍵盤の魔術シリーズ No. ２

◆ 開催日　　12 月３日（土）午後２時開演、午後１時 30 分開場
◆ 前売り券　全席指定一般 3,500 円、高校生以下 1,000 円
　　　　　　 ※当日は各券 500 円増となります。

フランスの至宝シプリアン・カツァリス

◆ 開 催 日　 平成 29 年１月 29 日（日）
　　　　　 　午後２時開演、午後１時 30 分開場
◆ 前売り券　全席指定一般 3,000 円（当日 500 円増）
　※前売り券完売の場合、当日券はございません。
　※ チケット好評発売中！

三遊亭円楽初笑い「まほら」寄席落語独演会
　〜平成 29 年の幕開けを「笑い」で祝う！〜
　大人気テレビ番組でもおなじみのメンバー「三遊亭円楽」
による初笑い「まほら」寄席落語独演会を開催します。
　三春交流館「まほら」では、平成 16 年の公演以来２度目
となり、「円楽」襲名後は初めての公演となります。
　2017 年の新年の幕開けを三春交流館「まほら」で祝いませんか。

第３回市町村対抗県ソフトボール大会開催
　第３回市町村対抗福島県ソフトボール大会が
10 月 15 日から相馬市の光陽ソフトボール場
で開催し、１回戦に出場した三春町チームは楢
葉町チームと対戦し、５対０で勝利しました。
　先発の橋本大樹投手が６回を８奪三振無安打
無失点に抑え、打っては４番橋本康幸選手のタ
イムリーヒットで完勝しました。
　２回戦は 10 月 22 日に矢吹町チームと対戦
し、先制しましたが最終回に逆転され２対３で
惜敗しました。
　選手の皆さん、大変お疲れ様でした。

好投した橋本大樹投手

４番橋本康幸選手



自然観察ステーションイベント情報自然観察ステーションイベント情報

申込・問　自然観察ステーション ☎ 61-1546

　秋の天体を中心に観察を行います。
▶ 日　時　　11 月 11 日（金）、19 日（土）
　　　　　　 午後７時〜９時※ 荒天中止
▶ 集合場所　自然観察ステーション天文台
▶ 参加料　　大人 200 円／子ども 100 円
※ 寒くない服装で参加してください。

　会津方面に鉱物採集に出かけます。
▶ 日　時　　11 月 12 日（土）午前９時〜午後５時
▶ 集合場所　自然観察ステーション
▶ 参加料　　大人 500 円／子ども 300 円
▶ 持参物　　移植ごて・園芸用熊手・運動靴・長靴
　　　　　　掘ったものを入れる袋・着がえなど

移動観察会（鉱物観察）

星を見る会

愛姫ソフトボールスポーツ少年団紹介
　愛姫ソフトボールスポーツ少年団は、常日頃男
子チームの中で頑張っている女子団員が女子の仲
間を作り、練習の成果を競い合い、試合を楽しみ
親睦を深め友情の輪を広げ尚且つ、今後の女子ソ
フトボールのレベルアップを図る事を目的として
活動しています。
　年間４回大会参加、県大会３位の実績があるチー
ムです。
　小学１年生から６年生を対象とし、田村地方全
域から集まり楽しみながら活動しています。
　合同練習は毎週土曜日・日曜日午後１時 30 分
から２時間程度中郷小学校で行っています。
　みんなの参加を待っています。

愛姫ソフトボールスポーツ少年団

M-NAVI 交流館 NEWS
◆◆◆ 11 月のイベント情報 ◆◆◆

※ この情報は主催者のご希望により掲載しています。
　掲載のご希望は、三春交流館「まほら」までお願いします。
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趣
味
・
教
養

問い合わせ先　三春交流館「まほら」☎ 62-3837、FAX62-4727

鈴木史絵ピアノ教室発表会

11月

介護予防講演会

10日（木）

三春おやこ劇場 第46回例会｢おはなしくじらのおもちゃばこ｣

平成28年度三春町文化祭

11月

11月

11月
１日（火）
～13日（日）

20日（日）

平成28年度三春小学校学習発表会「はばたけ三春っ子」

26日（土）
11月 ～

ロッキーチャックコンサート2016inまほら

27日（日）
11月

9日（水） ～

三春町小・中学校音楽祭

三春磐州市「収穫市」

19日（土）
11月

19日（土）
11月

11月
20日（日）

三春街なかコスプレイベント

11月



〈町民図書館☎ 62-3375、FAX61-1026〉

〈児童生活センター☎ 62-8666、FAX62-8669〉

〈子育て支援センター☎ 62-2748〉

〈保健センター☎ 62-5110、FAX62-0202〉

図書館・児童館・子育て支援センター・保健センター今月の行事

　図書館・児童生活センター・子育て支援センター・保健センターの今月の行事をお知らせします。詳しい内容は
お問い合わせください。

子育て支援
センター

就学前の11月生まれの
お子さんと保護者6組

親子遊びを保育士と一緒に楽しみます。
その後、お母さんのための元気が湧いてくる交流会を開きます。
交流会の間、お子さんは遊びを楽しみます。
お子さん、お母さんに困ったことがあれば、個別相談もできます。

スタッフと一緒に手遊びやお話を楽しみます。

身体測定や手形を押して自分だけの誕生カードを作り、大き
なケーキを囲んでお祝いをします。
11月生まれのお友達集まってね。

離乳食期のお子さん
と保護者

町の保健師、栄養士から具体的に話を聞きます。
母子手帳をご持参ください。
身長体重測定ができます。成長を確認しながら、お子さんとの
時間をもってみませんか。

親子ふれあい教室

対　象行　事 日　時 場　所

保健センター

おはなし「あのね」
の日

11月11日（金）
10時～11時30分

お誕生日のつどい
（要予約）

11月2日（水）
10時45分～11時

11月17日（木）
10時～11時
申込期限11月10日（木）

特になし

就学前のお子さん
とお母さん

内　容

のびのびの日
食育講座（離乳食講座）

11月9日（水）
9時30分～11時

メニューは「やきそば」中央児童館

来年の干支酉（とり）の張り子に絵付けします。自分で塗っ
た張り子を飾って新年を迎えましょう。
参加料：７００円

対　象行　事 日　時 場　所

料理クラブ
11月12日（土）
9時30分

内　容

クラブ員

干支張り子制作 小学生
11月８日（火）
～11日（金）放課後
申込期限11月4日（金）

わんぱくクラブ室
（三春小学校内）

11月9日（水）
10時30分～11時絵本とわらべ唄

対　象行　事 日　時 場　所

町民図書館
日ようおはなし会 11月13日（日）

10時30分～11時

乳幼児と保護者、妊婦

幼稚園児と小学生低学年

平成28年7月4日
～8月3日生まれ

3歳児

平成27年4月2日
～5月2日生まれ
平成25年7月1日
～8月31日生まれ 母子手帳・問診票・歯ブラシ・コップ・タオル・尿・こどもノート

母子手帳・問診票・こどもノート・歯ブラシ・コップ・タオル

母子手帳・問診票・こどもノート・バスタオル

食改さんのおやつやさんは、25日11時～保健センター開放日

献血
  9時30分～11時30分　　溝端紙工印刷（株）東日本工場
12時30分～14時30分　　三春南東北リハビリテーションケアセンター
15時00分～17時00分　　（株）湘南ユニテック福島工場

平成28年1月1日
～2月9日生まれ 母子手帳・問診票・こどもノート・バスタオル

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所

保健センター

11月15日（火）
13時集合3～4か月児

内容（持参物）

11月17日（木）
13時～13時15分受付
11月16日（水）
13時～13時30分受付

1歳6か月児

11月11・25日（金）
9時～15時30分 特になし

11月14日（月）

9～10か月児 11月30日（水）
9時集合

保健センター

町立三春病院
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〈
総
合
集
団
け
ん
し
ん
の
最

後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
〉

　

今
年
度
ま
だ
け
ん
し
ん
を
受
け

て
い
な
い
方
の
た
め
に
、
追
加
で

実
施
し
ま
す
。
特
定
健
診
や
各
種

が
ん
検
診
な
ど
の
「
け
ん
し
ん
」

を
１
日
で
受
け
ら
れ
る
最
後
の

チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

ま
た
、
三
春
町
国
保
の
特
定
健

診
対
象
の
方
は
、
基
本
項
目
（
血

液
・
尿
検
査
等
）
の
ほ
か
、心
電
図
・

眼
底
検
査
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
診
録
や
容
器
が
必
要
な
方
は
保

健
セ
ン
タ
ー
に
事
前
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
11
月
15
日
（
火
）

　
　

午
前
７
時
30
分
～
９
時
受
付

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

受
け
ら
れ
る
け
ん
し
ん
の
種
類

　

特
定
健
診
（
国
保
、
社
保
被
扶

養
者
）、一
般
健
診
（
後
期
高
齢
者
、

39
歳
以
下
）、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
、
肺
が
ん
検
診
、
胃
が
ん
検
診
、

大
腸
が
ん
検
診
、
前
立
腺
検
診

※ 

加
入
保
険
や
年
齢
な
ど
に
よ
り
受

け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼ 

持
ち
物　
総
合
健
診
受
診
録
、

　

特
定
健
診
受
診
券
、
保
険
証
、

　

尿
ス
ポ
イ
ト
、
大
腸
が
ん
検
査

　

容
器
、
自
己
負
担
金
な
ど
（
受

　

診
項
目
に
よ
り
異
な
る
）

▼ 

注
意　
今
年
度
受
診
済
み
の
方

　

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

何
様
︵
朝
井
リ
ョ
ウ
︶
／
７
デ
イ
ズ　
日
韓
特
命
捜
査
フ
ァ
イ
ル
︵
五
十

嵐
貴
久
︶
／
江
戸
を
造
っ
た
男
︵
伊
東
潤
︶
／
蜜
柑
花
子
の
栄
光
︵
市
川

哲
也
︶
／
天
下
を
計
る
︵
岩
井
三
四
二
︶
／
世
界
が
記
憶
で
あ
ふ
れ
る
前

に
︵
岡
本
貴
也
︶
／
ゆ
け
、お
り
ょ
う
︵
門
井
慶
喜
︶
／
猿
の
見
る
夢
︵
桐

生
夏
生
︶
／
40
歳
の
言
い
わ
け
︵
斉
木
香
津
︶
／
ホ
ー
ム
ズ
四
世
︵
新
堂

冬
樹
︶
／
ス
ロ
ー
バ
ラ
ー
ド
︵
小
路
幸
也
︶
／
望
み
︵
雫
井
脩
介
︶
／
作

家
刑
事
毒
島
︵
中
山
七
里
︶
／
挑
戦
者
た
ち
︵
法
月
綸
太
郎
︶
／
料
理
通

異
聞
︵
松
井
今
朝
子
︶
／
ス
ペ
ー
ス
金
融
道
︵
宮
内
悠
介
︶
／
ド
ナ
・
ビ

ボ
ラ
の
爪　
上・下
︵
宮
本
昌
孝
︶
／
み
か
づ
き
︵
森
絵
都
︶
／
ミ
ス
タ
ー・

メ
ル
セ
デ
ス　
上
・
下
︵
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
キ
ン
グ
︶
／
プ
リ
ズ
ン
・
ブ
ッ

ク
・
ク
ラ
ブ
︵
ア
ン
・
ウ
ォ
ー
ム
ズ
リ
ー
︶

新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。そ
の
他
の
新
着
本
の
リ
ス
ト
は
図
書
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
館
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

読
み
物
・
文
芸

今月の お すす め 本

※ 新着コーナーには、11 月 4 日（金）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026

『ひまなこなべ　アイヌのむかしばなし』
萱野茂／文　どいかや／絵
あすなろ書房

『大相撲の解剖図鑑』
伊藤勝治／監修
エクスナレッジ

　アイヌの人々は、狩りでクマを仕留める
と、肉や毛皮をもたらしてくれるクマに感
謝の気持ちをこめて宴を開きます。そんな
宴の中でクマの神は、踊りの上手な若者に
出会い、すっかりその踊りを気に入ってし
まい……独特の世界観を持つアイヌの昔話
を、かわいい絵と共に楽しめる絵本です。

　大相撲についてイラスト入りでわ
かりやすく解説したガイドブックで
す。観戦のコツや番付の仕組みといっ
た初心者向けの情報はもちろん、相
撲を取り巻く人々や文化についても
細かく説明があり、大相撲ファンも
そうでない方も楽しめる一冊です。

『ひまなこなべ　アイヌのむかしばなし』 『大相撲の解剖図鑑』

23

健　

康

〈
プ
ー
ル
で
介
護
予
防
「
ア
ク

ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室
」
開
催
〉

　

プ
ー
ル
で
の
歩
行
や
水
中
運
動

を
行
い
な
が
ら
、
介
護
予
防
に
取

り
組
む
「
ア
ク
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼ 

日
時　
11
月
17
・
24
日
・
12
月

　

１
・
８
・
15
・
22
日
の
全
６
回

① 

午
後
１
時
30
分
か
ら

② 

午
後
３
時
か
ら

▼ 

場
所　
三
春
の
里
田
園
生
活
館

　

新
館
２
階
プ
ー
ル

▼ 
内
容　
プ
ー
ル
で
の
歩
行
や
水

　

中
運
動
（
講
師
：
Ｌ
・
Ｆ
ｉ
ｔ

　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

▼ 

対
象
者　
町
内
在
住
の
65
歳
以

　

上
で
、
現
地
集
合
で
き
る
方

▼ 

募
集
人
数　
各
コ
ー
ス
５
名
程
度

▼ 

料
金　
無
料

▼ 

申
込
方
法　
保
健
セ
ン
タ
ー
備

　

え
付
け
の
申
込
書
で
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。
定
員
を
超
え
た

　

場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

▼ 

申
込
期
限　
11
月
８
日
（
火
）

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

アクアエクササイズのようす

〈
介
護
予
防
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
〉

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
自

分
た
ち
の
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
、

い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
健
康
づ
く
り

や
介
護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

そ
こ
で
、
介
護
予
防
が
ど
う
し

て
大
切
な
の
か
、
身
近
な
場
所
で

取
り
組
む
介
護
予
防
な
ど
に
つ
い

て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
11
月
10
日
（
木
）　

午
後
３
時
～

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」

▼ 

内
容

▽ 

講
演　
「
介
護
予
防
で
元
気
な

　

ま
ち
づ
く
り
」

▽ 

講
師　

立
命
館
大
学
衣
笠
総
合

　

研
究
機
構　

早
川
岳
人
教
授

▼ 

参
加
方
法　
申
込
不
要
で
、
誰

　

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼ 

料
金　
無
料

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　

 　
　

☎
62-

３
１
６
６

 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞保健センター：62-0202
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〈
個
人
事
業
税
の
納
期
の
お

知
ら
せ
〉

　
個
人
事
業
税
と
は
、
事
業
を
営

ん
で
い
る
個
人
に
課
税
さ
れ
る
県

の
税
金
で
す
。

　

今
年
度
の
第
２
期
分
の
納
期
限

は
11
月
30
日
（
水
）
で
す
。
県
中

地
方
振
興
局
県
税
部
か
ら
送
付
さ

れ
る
納
税
通
知
書
に
よ
り
、
納
期

限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機
関
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
預
金
口
座
か
ら
振
替
納

税
を
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
口
座
振
替
を
申
し
込
ま

れ
た
場
合
は
、
来
年
度
か
ら
の
取

り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

▼ 

問　
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

　

課
税
第
一
課
事
業
税
チ
ー
ム

　

☎
０
２
４-

９
３
５-

１
２
５
１

〈
年
金
相
談
に
関
す
る
お
知
ら
せ
〉

★ 

年
金
相
談
の
予
約
制
始
ま
り
ま
し
た

　

年
金
事
務
所
で
年
金
の
相
談
や

請
求
を
す
る
際
の
待
ち
時
間
を
少

な
く
す
る
た
め
に
、
相
談
希
望
日

一
か
月
前
か
ら
前
日
ま
で
に
お
電

話
等
で
ご
予
約
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

年
金
の
請
求
や
相
談
を
さ
れ
る

方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ご
予
約
さ
れ
る
場
合
は
「
基
礎

年
金
番
号
」、「
相
談
者
氏
名
」、「
電

話
番
号
」、「
相
談
内
容
」
等
に
つ

い
て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

状
況
に
よ
り
時
間
ど
お
り
ご
案

内
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※ 

ご
相
談
に
お
越
し
の
際
は
、
年

金
手
帳
や
証
書
な
ど
基
礎
年
金

番
号
の
分
か
る
も
の
の
他
に
、

運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認

書
類
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽ 

予
約
申
込
先　
郡
山
年
金
事
務
所

★ 

11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」、

　
11
月
30
日
（
い
い
み
ら
い
）
は

　
「
年
金
の
日
」
で
す

　
毎
年
11
月
の
「
ね
ん
き
ん
月
間
」

は
国
民
の
皆
様
に
公
的
年
金
制
度

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
公

的
年
金
制
度
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

〈
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
の

お
し
ら
せ
〉

　

普
段
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

専
門
家
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

今
月
は
、
臨
床
心
理
士
の
横
山

美
香
さ
ん
が
担
当
し
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
時
、
子
ど
も
に
ど
う

接
し
た
ら
い
い
の
？
」「
と
に
か

く
話
を
聞
い
て
ほ
し
い
」「
○
○

の
悩
み
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
」

な
ど
、
ど
な
た
で
も
無
料
で
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
来

所
が
難
し
い
と
い
う
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※ 

臨
床
心
理
士
と
は
、
人
間
の
こ

こ
ろ
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
心
の
専
門
家
で
す
。

▼ 

日
時　
11
月
17
日
（
木
）

① 

午
前
９
時
30
分
～

② 

午
前
10
時
30
分
～

※ 

そ
れ
ぞ
れ
１
時
間
程
度

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
室

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　

 　
　

☎
62-

５
１
１
０

　

ま
た
、
11
月
30
日
の
「
年
金
の

日
」
は
、国
民
一
人
ひ
と
り
に
「
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
な
ど
を
活
用
し

て
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
や
公
的

年
金
の
受
給
額
見
込
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
、
老
後
の
生
活
設
計
に

思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い

て
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★ 

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

　
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

法
及
び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険

や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料

を
納
め
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課

税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平

成
28
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納

め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。

過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保

険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け

で
な
く
、
配
偶
者
や
ご
家
族
（
お

子
様
等
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年

金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場

合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
28
年
中
に
納
付
し

た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を

行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど
保

険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
28
年
１
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま
す

の
で
、
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必

ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ

め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

ら
れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の
２
月

上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
。

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年

金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の

事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に
も
心
強

い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。
保
険

料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
キ
チ

ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

▼ 

問　
郡
山
年
金
事
務
所

 　
☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

　

 

（
自
動
音
声
の
た
め
⑨
番
を
押
し
た  

　

 

後
、
⑤
番
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。）

 　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル

　

 

☎
０
５
７
０-

０
５
８-

５
５
５

 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞保健センター：62-0202　住民課：62-5155
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年　

金

税　

金

仕　

事

暮
ら
し

〈
福
島
県
の
最
低
賃
金
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
〉

　

福
島
県
の
最
低
賃
金
が
改
正
さ

れ
、
平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら
時

間
額
が
７
０
５
円
か
ら
７
２
６
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
は
常
用
、
臨
時
、
パ
ー

ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
名
称
に
か

か
わ
ら
ず
、
福
島
県
内
の
全
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
、
使
用
者
に
対
し

て
は
罰
則
を
も
っ
て
そ
の
額
以
上
の

支
払
い
が
強
制
さ
れ
ま
す
。

　

最
低
賃
金
に
は
、
次
の
賃
金
は

算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽ 

精
皆
勤
、
通
勤
、
家
族
手
当

▽ 

時
間
外
、
休
日
の
割
増
賃
金
お

　

よ
び
深
夜
手
当

▽ 

臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
、
１

　

か
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支

　

払
わ
れ
る
賃
金

▼ 

問　
福
島
労
働
局
賃
金
室

　
　
　

☎
０
２
４-

５
３
６-

４
６
０
４

〈
就
職
相
談
会
開
催
〉

　

県
内
の
事
業
所
へ
就
職
を
希
望

さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
ふ
く
し
ま

就
職
応
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
に

よ
る
就
職
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼ 

日
時　
11
月
29
日
（
火
）

　

午
後
1
時
～
３
時

〈
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

利
用
停
止
の
お
知
ら
せ
〉

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
の
機

器
等
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
コ

ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
一
時
停

止
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

利
用
停
止
期
間

▽ 

11
月
４
日
（
金
）　

終
日

▼ 
問　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　

 　

☎
62-

８
１
２
６

〈
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

カ
ー
ド
出
張
受
付
の
ご
案
内
〉

▼ 

申
請
受
付
期
間

　
10
月
３
日
（
月
）

～
平
成
29
年
２
月
28
日
（
火
）

▼ 

対
象
団
体

▽ 

三
春
町
内
の
団
体
・
サ
ー
ク
ル
な
ど

▽ 

各
ま
ち
づ
く
り
協
会
お
よ
び
行

政
区
が
主
催
・
共
催
す
る
団
体

▽ 

三
春
町
内
に
事
業
所
を
お
く
企

業
な
ど

▼ 

実
施
日
時　
各
団
体
担
当
者
様

と
調
整
し
決
定
し
ま
す
。

▼ 

申
込
方
法　
申
込
書
に
記
入
の

上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
、
持
参
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
条
件

▽ 

団
体
か
ら
の
申
込
で
あ
る
こ
と

▽ 
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申

請
希
望
者
が
概
ね
10
人
以
上
見

込
ま
れ
る
こ
と

▽ 

申
込
団
体
が
会
場
お
よ
び
机
・

椅
子
な
ど
の
必
要
な
備
品
を
用

意
で
き
る
こ
と

▽ 

町
が
用
意
す
る
小
型
の
コ
ピ
ー

機
な
ど
を
使
用
す
る
た
め
の
電

源
が
会
場
に
あ
る
こ
と

▽ 

団
体
・
企
業
内
で
の
周
知
・
広

報
を
申
込
団
体
自
身
で
行
う
こ
と

　
（
チ
ラ
シ
は
用
意
し
ま
す
）

※ 

顔
写
真
は
会
場
に
て
撮
影
し
ま

す
。
ご
自
身
で
準
備
頂
く
こ
と

も
可
能
で
す
。

　
（
サ
イ
ズ
縦
４
・
５
cm
×
横
３
・
５
cm
）

▼ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
で
き

あ
が
り
ま
し
た
ら
、
本
人
限
定
郵

便
な
ど
で
、
ご
本
人
様
宛
て
に
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
役
場
へ
お
越

し
頂
く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

★ 

役
場
へ
直
接
出
向
か
な
く
て

も
、
特
設
会
場
で
申
請
で
き
る

の
で
便
利
で
す
。

★ 

三
春
町
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
し
て
コ
ン
ビ
ニ
で
行

政
証
明
書
が
取
得
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　

 　

☎
62-

８
１
２
６

〈
三
春
町
文
化
伝
承
館
ご
利

用
の
皆
さ
ん
へ
〉

　

三
春
町
文
化
伝
承
館
は
、
12
月

か
ら
平
成
29
年
２
月
ま
で
の
間
、

次
の
期
間
の
み
の
開
館
と
な
り
ま
す
。

▼ 

開
館
日　
土
・
日
・
祝
祭
日

※ 

た
だ
し
、
12
月
27
日
か
ら
平
成

　

29
年
１
月
３
日
ま
で
は
、
閉
館

　

し
ま
す
。

▼ 

問　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　
　
　

 

☎
62-

３
８
３
７

〈
平
成
29
年
三
春
町
成
人
式
〉

　

町
内
に
住
民
登
録
（
平
成
28
年

９
月
１
日
現
在
）
さ
れ
て
い
る
方
に

は
、
す
で
に
案
内
状
を
郵
送
し
て
い

ま
す
が
、
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
な

い
方
で
三
春
町
の
成
人
式
に
出
席
を

希
望
す
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
平
成
29
年
１
月
８
日（
日
）

※ 

成
人
の
日
前
日

▽ 

受
付　
午
後
０
時
30
分

▽ 

式
典　
午
後
１
時
30
分

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」

▼ 

該
当
者　
平
成
８
年
４
月
２
日

　

か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
方
で
、
町
内
在
住

　

者
ま
た
は
出
身
者

▼ 

問　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　

 　
　

☎
62-

３
８
３
７

 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞産業課：62-3300　住民課：62-5155　三春交流館「まほら」：62-4727

健　

康

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」

▼ 

対
象　
町
内
に
居
住
す
る
方（
新

　

卒
学
生
等
も
含
む
）、
震
災
な
ど

　

の
影
響
に
よ
り
町
内
に
避
難
さ

　

れ
て
い
る
方

▼ 

内
容　
就
職
相
談
、職
業
紹
介
、

　

応
募
書
類
作
成
補
助
な
ど

▼ 

そ
の
他　
相
談
無
料
、
事
前
申

　

し
込
み
は
不
要
で
す
が
、
予
約

　

も
で
き
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問

　
ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー
郡
山
窓
口

　

☎
０
２
４-

９
２
５-

０
８
１
１

　

産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

☎
62-
３
９
６
０
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〈
水
道
検
針
の
お
知
ら
せ
〉

　
水
道
料
金
を
算
出
す
る
た
め
の

検
針
は
、
１
・
３
・
５
・
７
・
９
・
11

月
の
年
６
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
11
月
の
検
針
と
し
て
、

委
託
し
た
検
針
員
が
訪
問
し
ま
す

の
で
、
能
率
的
に
検
針
で
き
る
よ

う
次
の
点
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

　

を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽ 

犬
は
出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

　

ク
ス
か
ら
離
し
て
つ
な
い
で
お

　

い
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

水
道
料
金
の
お
支
払
い

▽ 

水
道
料
金
は
、
基
本
料
金
と
水

　

量
料
金
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
秋
の
火
災
予
防
運
動
（
11
月

９
日
〜
15
日
）
の
お
知
ら
せ
〉

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
と

な
り
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

▽ 

寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
。

▽ 

コ
ン
ロ
か
ら
離
れ
る
時
は
、
必

　

ず
火
を
消
す
。

▽ 

家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

　

を
置
か
な
い
。

▽ 

暖
房
器
具
を
使
い
始
め
る
前

　

に
、
点
検
・
清
掃
を
す
る
。

▽ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

▼ 

平
成
28
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　
「
消
し
ま
し
ょ
う 

そ
の
火
そ
の
時 

そ
の
場
所
で
」

▼ 

問　
郡
山
消
防
本
部
予
防
課

　

 　
　

☎
０
２
４-

９
２
３-

１
８
７
８

〈
ス
ト
ー
ブ
か
ら
の
出
火
防

止
に
つ
い
て
〉

　

こ
れ
か
ら
の
時
季
、
ス
ト
ー
ブ

は
生
活
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
火
災
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽ 

ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
や

　

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
を
置
か
な
い
。

▽ 

ス
ト
ー
ブ
の
上
や
近
く
に
洗
濯

　

物
を
干
さ
な
い
。

▽ 
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

　

を
置
か
な
い
。

▽ 
外
出
す
る
と
き
は
必
ず
消
す
。

▽ 

給
油
は
必
ず
火
を
消
し
て
か
ら
す
る
。

〈
11
月
９
日
は
「
１
１
９
番

の
日
」〉

　

火
災
や
救
急
の
場
合
は
、
落
ち
着

い
て
１
１
９
番
通
報
を
す
る
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▽ 

通
報
は
、
あ
わ
て
ず
、
ゆ
っ
く

り
、
は
っ
き
り
と
。

▽ 

住
所
や
、
目
標
と
な
る
建
物
な

ど
を
正
確
に
伝
え
る
。

▽ 

携
帯
電
話
な
ど
で
の
通
報
後

は
、
電
源
を
切
ら
ず
に
現
場
付

近
の
安
全
な
場
所
に
い
て
く
だ

さ
い
。（
住
所
や
状
況
を
再
確

認
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

▽ 

暖
房
器
具
を
使
い
始
め
る
前

　

に
、
点
検
・
清
掃
を
す
る
。

▽ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

★ 

災
害
・
救
急
病
院
な
ど
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

は
、
本
組
合
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

確
認
い
た
だ
く
か
、
消
防
用
案

内
電
話
に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
郡
山
消
防
本
部
通
信
指
令
課

　

 　
　

☎
０
２
４-

９
３
３-

２
４
０
０

　

 　
　

消
防
用
案
内
電
話

　

 　
　

☎
０
２
４-

９
３
３-

４
０
０
０

〈
平
成
28
年
度
三
春
町
各
種

功
労
者
表
彰
式
開
催
〉

　

町
の
行
政
・
産
業
・
技
能
・
文

化
・
奉
仕
活
動
な
ど
各
分
野
に
お

い
て
、
町
の
発
展
に
貢
献
し
て
い

た
だ
い
た
方
の
表
彰
式
を
挙
行
し
ま
す
。

　

一
般
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
11
月
３
日
（
祝
・
木
）

　

午
前
10
時
～

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」

▼ 
入
場
料　
無
料

▼ 
問　
総
務
課 

庶
務
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 
☎
62-

２
１
１
１

▽ 

基
本
料
金
は
、
使
用
水
量
に
か

　

か
わ
ら
ず
い
た
だ
く
料
金
で
、
水

　

量
料
金
は
使
用
水
量
に
応
じ
て
い

　

た
だ
く
料
金
で
す
。

▽ 

納
期
限
は
、
現
金
払
い
は
奇
数

　

月
の
月
末
、
口
座
振
替
の
場
合

　

は
、
奇
数
月
の
25
日
で
す
。

▼ 

便
利
な
口
座
振
替
制
度

▽ 

金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
申
し
込

　

み
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
あ

　

な
た
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に

　

水
道
料
金
を
支
払
う
制
度
で
す
。

▽ 

各
取
扱
金
融
機
関
へ
、
金
融
機

　

関
届
出
印
鑑
と
通
帳
を
持
参
し

　

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

取
扱
金
融
機
関

　

福
島
さ
く
ら
農
協
、
東
邦
銀
行
、

　

大
東
銀
行
、
福
島
銀
行
、
郡
山

　

信
用
金
庫
、
東
北
労
働
金
庫
各

　

本
支
店
、
郵
便
局

▼ 

問　
企
業
局 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　
　
　

  

☎
62-

２
５
０
０

▼ 

問　
郡
山
消
防
本
部
予
防
課

　

 　
　

☎
０
２
４-

９
２
３-

１
８
７
８

〈
ス
プ
レ
ー
缶
は
「
有
害
ご

み
」
で
す
〉

　
「
ス
プ
レ
ー
缶
」、「
カ
セ
ッ
ト

ガ
ス
ボ
ン
ベ
」、「
使
い
捨
て
ラ
イ

タ
ー
」
な
ど
は
「
有
害
ご
み
」
と

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

中
に
残
っ
て
い
る
ガ
ス
に
引
火

し
て
、
ご
み
収
集
車
が
火
災
に
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ガ
ス
を
使

い
切
っ
て
、
黒
の
コ
ン
テ
ナ
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
分
別
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

使い捨てライター

スプレー缶

カセットガスボンベ

有害ごみ（月１回収集）
※ 有害ごみは、「黒のコンテナ」に入れましょう！！

 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞住民課：62-5155　総務課：61-1110　企業局：62-2666
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暮
ら
し

募　

集

〈
町
営
住
宅
入
居
者
募
集
〉

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。
家
賃
は
、
町
営
住
宅
入
居

資
格
所
得
基
準
に
よ
り
ま
す
。
敷

金
は
、
家
賃
の
３
か
月
分
で
す
。

家
賃
と
は
別
の
、
駐
車
場
使
用
料
、

共
益
費
、
組
費
な
ど
は
入
居
者
の

負
担
と
な
り
ま
す
。

◆ 

募
集
す
る
団
地

▼ 

団
地
名　
駅
南
ヶ
丘
団
地
（
公

　

営
住
宅
）

▼ 

所
在
地　
八
島
台
五
丁
目
１
番

　

地
の
３

▼ 

構
造　
中
耐
４
階
建

▼ 

建
築
年　
昭
和
55
年

▼ 

間
取
り　
３
Ｄ
Ｋ

▼ 

家
賃　
１
４
、５
０
０
円

　
　
　
　
　

～
２
８
、６
０
０
円

▼ 
駐
車
場　
無
し

▼ 
募
集
戸
数　
１
戸

▼ 

備
考　
４
階
（
４
１
６
号
）

〈
町
民
と
議
会
と
の
意
見
交

換
会
の
開
催
〉

　

三
春
町
議
会
で
は
、
広
聴
活
動

を
通
じ
て
、
住
民
の
福
祉
向
上
や

地
域
振
興
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、

町
民
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
団

体
を
募
集
し
ま
す
。

▼ 

開
催
期
間　
　
　
　
　
　
　
　

　
11
月
１
日（
火
）～
12
月
22
日（
木
）

※ 

た
だ
し
、
12
月
定
例
会
予
定
日

〈
油
類
の
流
出
事
故
防
止
に

つ
い
て
〉

　

例
年
、
貯
油
タ
ン
ク
か
ら
の
移

し
替
え
や
配
管
の
破
損
な
ど
に
よ

る
油
の
河
川
へ
の
流
出
事
故
が
多

数
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

自
動
車
事
故
に
よ
る
油
類
の
流
出

事
故
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
発
生
し
た
河
川
水
質
事
故

の
う
ち
、
油
類
の
流
出
事
故
が
大

半
を
占
め
て
い
ま
す
。
油
が
河
川

に
流
出
す
る
と
、
下
流
域
の
水
道

や
農
業
用
水
、
漁
業
等
の
利
水
に

影
響
を
及
ぼ
す
ば
か
り
で
な
く
、

魚
類
等
の
生
息
環
境
の
悪
化
を
招

き
ま
す
。

　

ま
た
、
流
出
し
た
油
の
回
収
処

理
に
は
多
額
の
費
用
と
労
力
が
生

じ
、
原
因
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
冬
を
む
か
え
、
特
に

灯
油
等
の
使
用
が
増
え
ま
す
の

で
、
家
庭
や
事
業
所
な
ど
で
の
灯

油
等
の
適
切
な
取
扱
い
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼ 

油
流
出
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
心
が
け

▽ 

そ
の
場
を
離
れ
な
い

　

貯
油
タ
ン
ク
な
ど
か
ら
灯
油
を

小
分
け
に
す
る
と
き
は
絶
対
に

そ
の
場
を
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
使
用
後
は
バ
ル

ブ
や
コ
ッ
ク
を
完
全
に
閉
め
ま

し
ょ
う
。

▽ 

配
管
の
場
所
に
は
目
印
を
つ
け
る

　

除
雪
に
よ
る
配
管
の
破
損
を
防

ぐ
た
め
に
目
印
を
立
て
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
万
一
に
備
え
て
防
油
堤

を
設
置
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。

▽ 

落
雪
に
注
意
す
る

　

屋
根
か
ら
の
落
雪
に
よ
る
配
管

破
損
・
脱
落
や
貯
油
タ
ン
ク
の
転

倒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽ 

定
期
点
検
を
怠
ら
な
い

　

配
管
や
貯
油
タ
ン
ク
の
点
検
を

定
期
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

★ 

灯
油
な
ど
が
漏
れ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
い
た
ら
、
火
気
に
十
分

注
意
し
な
が
ら
直
ち
に
布
な
ど

で
回
収
し
、
河
川
に
流
出
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

す
み
や
か
に
役
場
ま
た
は
消
防

署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
住
民
課 
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

２
１
４
７

（
12
月
５
日
～
９
日
）
は
除
き

ま
す
。

▼ 

対
象
団
体
な
ど

　

５
名
以
上
の
参
加
が
見
込
ま
れ

る
町
内
の
団
体
・
町
民
グ
ル
ー
プ

（
町
内
行
政
区
・
隣
組
、
産
業･

経
済
団
体
、
社
会
福
祉
団
体
、
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
）

▼ 

テ
ー
マ

　
「
三
春
町
の
こ
れ
か
ら
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

と
し
、
次
の
５
つ
の
サ
ブ
テ
ー
マ

か
ら
１
つ
お
選
び
く
だ
さ
い
。

▽ 

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

▽ 

高
齢
化
対
策
に
つ
い
て

▽ 

地
域
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

　
（
定
住
促
進
対
策
を
含
み
ま
す
。）

▽ 

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

▽ 

公
共
施
設（
役
場
庁
舎
、図
書
館
、

児
童
館
な
ど
）
の
整
備
に
つ
い
て

　

ま
た
、
別
途
、
申
込
団
体
の
皆

さ
ん
が
テ
ー
マ
を
希
望
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

▼ 
申
込
期
限　
11
月
15
日
（
火
）

※ 
た
だ
し
、
開
催
希
望
日
の
３
週

間
前
を
申
込
期
限
と
し
ま
す
。

▼ 

申
込
方
法

　
「
平
成
28
年
度
町
民
と
議
会
と

の
意
見
交
換
会
開
催
申
込
書
」
に
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
議
会

事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
の

申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

※ 

申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
ま

た
、
議
会
事
務
局
に
準
備
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
お
送
り
し
ま
す
。

▼ 

そ
の
他

　

詳
細
な
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
議

会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問　
議
会
事
務
局

　

 　
　
　
　
　

☎
62-

８
１
２
４

メ
ー
ル　

gikai@town.m
iharu.

　
　
　
　

fukushim
a.jp

▼ 

入
居
資
格

① 

同
居
親
族
（
婚
約
者
・
内
縁
を

　

含
む
）
が
い
る
こ
と
。

② 

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

　

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

③ 

世
帯
の
所
得
額
が
基
準
内
で
あ

　

る
こ
と
。

▽ 

公
営
住
宅

・
一
般
世
帯

　

月
額
所
得
が
15
万
８
千
円
以
下

・
高
齢
者
、
障
が
い
者
等
の
世
帯

　

月
額
所
得
が
21
万
４
千
円
以
下

④ 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

　

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２

　

条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

　

員
で
な
い
こ
と
。

▼ 

募
集
期
間　

　

11
月
７
日
（
月
）
～
14
日
（
月
）

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

※ 

期
間
中
に
申
込
が
な
か
っ
た
住
戸

に
つ
い
て
は
、随
時
募
集
と
し
ま
す
。

▼ 

申
込
方
法

　

建
設
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
申

込
書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の

上
、
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る

申
込
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼ 

選
考
方
法

　

入
居
の
申
込
を
受
理
し
た
件
数

が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合
に
つ

い
て
は
、
町
営
住
宅
入
居
者
選
考

委
員
会
を
開
催
し
決
定
し
ま
す
。

▼ 

入
居
予
定　
平
成
28
年
12
月
中
旬

▼ 

申
込
・
問　

　

建
設
課 

建
築
グ
ル
ー
プ

　

☎
62-

２
１
１
３

 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞住民課：62-5155　議会事務局：61-2310　建設課：62-3300



〈
12
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
で
す
〉

　

エ
イ
ズ
と
は
、
身
体
を
守
る
免

疫
シ
ス
テ
ム
の
働
き
が
悪
く
な
る

こ
と
で
起
こ
る
、
様
々
な
症
状
の

こ
と
を
さ
し
ま
す
。

　

エ
イ
ズ
は
誰
も
が
か
か
り
う

る
、
身
近
な
病
気
で
す
。
正
し
い

知
識
を
身
に
つ
け
、
自
分
か
ら
行

動
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

保
健
所
で
は
「
匿
名
・
無
料
」
で
、

エ
イ
ズ
の
原
因
と
な
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
て
な
い
か
を
検

査
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

早
い
時
点
で
感
染
を
知
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
治
療
に
よ
っ
て
今

ま
で
通
り
の
日
常
生
活
を
送
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　

不
安
な
こ
と
、
心
配
な
こ
と
が

あ
る
場
合
に
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

▼ 

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

　
11
月
18
日（
金
）～
12
月
４
日（
日
）

知っていても、分かっていても
AIDS IS NOT OVER

▼ 

問　
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

　

エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
予
約
ダ
イ
ヤ
ル

　

 

☎
０
２
４
８-

75-

４
３
３
８

〈
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化

期
間
に
つ
い
て
〉

　

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
」
で
す
。

　

正
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
、
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら

ず
、
一
人
で
も
労
働
者
を
雇
っ
て

い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に
加
入
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
福
島
労
働
局
総
務

部
労
働
保
険
徴
収
室
ま
た
は
最
寄

り
の
労
働
基
準
監
督
署
、
公
共
職

業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

問

　

福
島
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
２
４-

５
３
６-

４
６
０
７

〈
多
重
債
務
・
貸
金
業
に
関

す
る
相
談
窓
口
〉

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で

は
、
返
済
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借

金
を
抱
え
、
お
悩
み
の
方
々
か
ら

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

抱
え
て
い
る
借
金
の
状
況
を
お

聞
き
し
、
必
要
に
応
じ
弁
護
士
・

司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家
に
引
継
ぎ

を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
や
県
の
登
録
を
受
け

ず
に
貸
金
業
を
営
む
、
い
わ
ゆ
る

「
ヤ
ミ
金
融
」
に
は
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
ご
利
用
さ
れ
て
い
る

貸
金
業
者
の
登
録
状
況
に
関
す
る

問
合
せ
や
不
正
に
利
用
さ
れ
て
い

る
預
貯
金
口
座
に
関
す
る
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼ 

相
談
窓
口

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
理
財
課

　
（
福
島
市
松
木
町
13-

２
）

▼ 

受
付
時
間　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
（
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）

　

① 

午
前
８
時
30
分
～
12
時

　

② 

午
後
１
時
～
４
時
30
分

▼ 

問

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
理
財
課

　
（
多
重
債
務
相
談
窓
口
直
通
）

　

☎
０
２
４-

５
３
３-

０
０
６
４

28

〈
国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
お
知

ら
せ
〉

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
国
民
生
活

事
業
で
は
、
高
校
、
短
大
、
大
学
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校
や
外
国
の

高
校
、
大
学
な
ど
に
入
学
・
在
学

す
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家

庭
を
対
象
に
教
育
貸
付
を
し
て
い

ま
す
。「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は

公
的
な
制
度
で
す
。

▼ 

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

　

融
資
の
対
象
と
な
る
学
校
に
入

学
・
在
学
さ
れ
る
方
の
保
護
者
で
、

子
ど
も
の
人
数
に
応
じ
、
子
ど
も

の
人
数
が
一
人
の
場
合
は
給
与
所

得
者
は
７
９
０
万
円
以
内
（
事
業

所
得
者
は
５
９
０
万
円
以
内
）

▼ 

融
資
額　
学
生
・
生
徒
一
人
に

つ
き
３
５
０
万
円
以
内

▼ 

利
率　
年
１
・
９
０
パ
ー
セ
ン
ト

　
（
平
成
28
年
５
月
10
日
現
在
）

▼ 

返
済
期
間　
15
年
以
内
（
母
子

家
庭
、
父
子
家
庭
、
交
通
遺
児

家
庭
の
方
な
ど
は
３
年
の
延
長

が
可
能
）

▼ 

使
い
み
ち　
入
学
金
、授
業
料
、

教
科
書
代
な
ど

▼ 

返
済
方
法　
毎
月
元
利
均
等
返
済

（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可
能
）

▼ 

保
証　
（
公
益
）
教
育
資
金
融

資
保
証
基
金
ま
た
は
連
帯
保
証

人
一
名
以
上

▼ 

問　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

 　
　

☎
０
５
７
０-

０
０
８
６
５
６

　

 　
　

☎
03-

５
３
２
１-

８
６
５
６
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〈
肝
疾
患
講
演
会
・
肝
炎
患
者

等
相
談
交
流
会
の
ご
案
内
〉

　

県
中
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、

地
域
の
皆
様
が
肝
疾
患
に
つ
い
て

の
学
び
を
深
め
る
場
と
し
て
、
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

専
門
医
か
ら
肝
疾
患
や
最
新
の

治
療
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
機
会
で
す
。

　

ま
た
、
肝
炎
治
療
中
の
患
者
さ

ま
や
そ
の
ご
家
族
の
方
な
ど
、
同

じ
悩
み
を
持
つ
方
々
が
交
流
で
き

る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
11
月
20
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　
（
受
付　

午
後
１
時
～
午
後
１
時
30
分
）

▼ 

場
所　
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

　

２
階
大
会
議
室

　
（
須
賀
川
市
旭
町
１
５
３-

１
）

▼ 

内
容

▽ 

講
演
「
肝
疾
患
診
療
の
進
歩
」

　
（
午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分
）

　

福
島
県
立
医
科
大
学 

消
化
器
内

　

科
学
講
座 

主
任
教
授 

肝
臓
専

　

門
医　

大
平
弘
正
先
生

▽ 

福
島
県
肝
臓
病
患
者
会
（
し
ゃ

　

く
な
げ
会
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

▽ 

交
流
会
・
相
談
会

▼ 

対
象

　

講
演
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

　

交
流
会
、
相
談
会
は
、
肝
炎
治

療
中
の
患
者
様
や
そ
の
ご
家
族
、

支
援
に
あ
た
る
保
健
医
療
関
係
者

が
対
象
で
す
。

〈
田
村
市
地
域
職
業
相
談
室

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｈ
Ａ
（
ア
ル
フ
ァ
）

の
ご
案
内
〉

　

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｈ
Ａ
（
ア
ル
フ
ァ
）
は
、

あ
ぶ
く
ま
（Abukum

a

）
地
方

（Local

）
の
高
原
（Plateau

）
都

市
・
田
村
市
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（H
ellow

ork

）
が
協
力
し
て
、
仕

事
を
お
探
し
の
皆
様
に
、
仕
事
に

関
す
る
相
談
や
紹
介
、
雇
用
・
求

人
情
報
な
ど
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
機
関
（Agency

）
で
す
。

▼ 

業
務
内
容

▽ 

求
人
情
報
の
閲
覧

▽ 

職
業
相
談

▽ 

職
業
紹
介

※
外
国
人
・
障
害
者
の
方
の
職
業

　

相
談
は
ア
ル
フ
ァ
で
は
行
っ
て

　

お
り
ま
せ
ん
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

郡
山
で
の
相
談
と
な
り
ま
す
。

▼ 

業
務
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▼ 

閉
庁
日

　

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
祭
日
・

　

年
末
年
始（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

▼ 

参
加
費　
無
料

▼ 

申
込
期
限　
11
月
14
日
（
月
）

▼ 

問　
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

　

医
療
薬
事
課
感
染
症
予
防
チ
ー
ム

　
　

☎
０
２
４
８-

75-

７
８
１
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４
８-

75-

７
８
２
５

▼ 

そ
の
他　
失
業
給
付
の
各
種
手

　

続
き
・
教
育
訓
練
給
付
の
手
続

　

き
・
職
業
訓
練
の
受
付
・
事
業

　

主
が
行
う
各
種
手
続
き
（
求
人
、

　

助
成
金
、
雇
用
保
険
等
）
は
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山
で
行
っ
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。

▼ 

問　
田
村
市
地
域
職
業
相
談
室

　
（
田
村
市
船
引
公
民
館
１
階
）

　

 

☎
81-

１
７
３
０

〈
無
料
調
停
相
談
会
（
予
約

不
要
）〉

　

夫
婦
関
係
や
親
族
間
の
も
め
ご

と
、
土
地
建
物
、
借
入
債
務
、
交

通
事
故
な
ど
の
も
め
ご
と
に
つ
い

て
、
裁
判
所
の
調
停
委
員
が
秘
密

厳
守
、
無
料
に
て
調
停
で
解
決
す

る
手
続
き
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

弁
護
士
の
委
員
も
参
加
し
ま
す
。

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 
日
時　
11
月
11
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

▼ 

会
場　
田
村
市
船
引
公
民
館

▼ 

問

　

福
島
地
方
裁
判
所
郡
山
支
部
庶
務
課

　

☎
０
２
４-

９
３
２-
５
６
５
６

〈
平
成
28
年
度
自
衛
官
等
募

集
案
内
〉

▼ 

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

▽ 

資
格　
平
成
29
年
４
月
１
日
現

　

在
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

▽ 

受
付
期
間
（
締
切
日
必
着
）　

　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

▽ 

試
験
期
日　
受
付
時
に
お
知
ら

　

せ
し
ま
す
。

▼ 

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

（
推
薦
）

▽ 

資
格　
男
子
で
中
卒（
見
込
含
）

　

17
歳
未
満
の
、
成
績
優
秀
か
つ

　

生
徒
会
活
動
等
に
顕
著
な
実
績

　

を
納
め
、
学
校
長
が
推
薦
で
き
る
方

▽ 

受
付
期
間
（
締
切
日
必
着
）　

　
11
月
１
日（
火
）～
12
月
２
日（
金
）

▽ 

試
験
期
日

　

平
成
29
年
１
月
７
日（
土
）～
９
日（
月
）

※ 

い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
し
ま
す
。

（
一
般
）

▽ 

資
格　
男
子
で
中
卒（
見
込
含
）

　

17
歳
未
満
の
方

▽ 

受
付
期
間
（
締
切
日
必
着
）　

　
11
月
１
日
（
火
）

　
　

～
平
成
29
年
１
月
６
日
（
金
）

▽ 

試
験
期
日
（
１
次
）

　

平
成
29
年
１
月
21
日
（
土
）

★ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
気
軽
に

　

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　

郡
山
地
域
事
務
所

　

☎
０
２
４-

９
３
２-

１
４
２
４

29

み
ん
な
の
掲
示
板
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ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー

な
ど
、
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人

権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
電

話
相
談
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
人
権
擁
護
委
員
お
よ

び
法
務
局
職
員
が
対
応
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
強
化
週
間
の
期
間
以
外

の
日
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

に
お
い
て
も
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
、
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

期
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

11
月
14
日
（
月
）
～
20
日
（
日
）

▼ 

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※ 

た
だ
し
、
11
月
19
日
（
土
）
と

　

20
日
（
日
）
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時

▼ 

電
話
相
談
先

　

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

▼ 

問　
福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
 　

　

☎
０
２
４-

５
３
４-

１
９
９
４

30

広　
告　
欄
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〈
第
４
回
飼
い
犬
の
し
つ
け

方
教
室
開
催
の
ご
案
内
〉

【
学
科
講
習
】

▼ 

日
時　
11
月
30
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

【
実
技
講
習
】

▼ 

日
時　
12
月
６
日
（
火
）

〈「
夢
を
生
き
る
女
性
の
た
め

の
教
育
・
訓
練
賞
」
募
集
の

お
知
ら
せ
〉

　

ご
自
身
と
ご
家
族
の
生
活
の
向

上
を
目
指
し
て
職
業
訓
練
を
受
け

た
り
、
教
育
と
技
術
の
向
上
に
励

む
女
性
を
支
援
す
る
た
め
、
夢
を

生
き
る
女
性
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
方
法
な
ど
、
詳
細
に
つ
い

て
は
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
田

村
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

応
募
資
格

▽ 

一
家
の
経
済
を
支
え
る
責
任
を

　

負
っ
て
い
る
女
性

▽ 

現
在
一
歩
前
進
す
る
た
め
に
職

　

業
技
能
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
専

　

門
学
校
に
在
学
中

▽ 

短
期
大
学
や
大
学
の
学
部
課
程

　

に
在
籍
か
入
学
許
可
を
得
て
い
る

▽ 

経
済
的
援
助
を
必
要
と
し
て
い
る

▼ 

応
募
締
切　
11
月
12
日
（
土
）

▼ 

応
募
・
問

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
田
村

　

石
川
直
子

　

☎
０
８
０-

５
５
７
４-

３
０
２
５

〈
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

の
実
施
〉

　

福
島
地
方
法
務
局
と
福
島
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
全
国
一

斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
と
し
て
、
夫
・
パ
ー
ト

〈
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸

出
相
談
窓
口
に
つ
い
て
〉

　

農
林
水
産
省
と
日
本
貿
易
振
興

機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
は
、
皆
さ

ま
に
お
気
軽
に
相
談
い
た
だ
け
る

「
農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出
相
談

窓
口
」
を
国
内
各
地
に
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

諸
外
国
の
規
制
・
制
度
、
国
の

支
援
事
業
、
輸
出
先
国
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
情
報
、
輸
出
手
続
き
等
輸

出
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
ジ
ェ
ト
ロ
福
島

　

☎
０
２
４-

９
４
７-

９
８
０
０

午
後
１
時
30
分
～
３
時

※ 

場
所
は
学
科
・
実
技
と
も
県
中

保
健
福
祉
事
務
所
２
階
大
会
議
室

▼ 

注
意
事
項

▽ 

学
科
講
習
は
、
飼
い
主
の
み
の

参
加
で
す
。
飼
い
犬
は
連
れ
て

こ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽ 

実
技
講
習
は
、
飼
い
犬
同
伴
で

の
参
加
で
す
。

▽ 

狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
く
登
録

お
よ
び
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実

施
し
て
い
な
い
犬
の
参
加
は
で

き
ま
せ
ん
。

▽ 
感
染
症
予
防
の
た
め
、
混
合
ワ

ク
チ
ン
の
未
接
種
の
飼
い
犬
は

参
加
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

第
５
回
は
２
月
中
旬
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

※ 

参
加
料
は
無
料
で
す
。
定
員
に

な
り
次
第
申
し
込
み
を
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問

　

 

県
中
保
健
福
祉
事
務
所

　
（
須
賀
川
市
旭
町
１
５
３-

１
）

　
　

☎
０
２
４
８-

75-

７
８
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４
８-

75-

７
８
２
５

〈
育
児
・
介
護
休
業
法
、
男

女
雇
用
機
会
均
等
法
が
改
正

さ
れ
ま
す
〉

　

事
業
主
・
労
務
担
当
者
等
向
け

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
福
島

労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

fukushim
a-roudoukyoku.jsite.

m
hlw

.go.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

問

　

福
島
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　

☎
０
２
４-

５
３
６-

４
６
０
９

〈「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
特
別

相
談
窓
口
」
を
開
設
し
ま
す
〉

　

い
わ
ゆ
る
マ
タ
ハ
ラ
な
ど
の
相

談
を
集
中
的
に
受
け
付
け
ま
す
。

▼ 

期
間　
12
月
28
日
（
水
）
ま
で

▼ 

問

　

福
島
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　

☎
０
８
０
０-

８
０
０
４
６
１
１

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
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　広報みはるに広告掲載を希望する方を募集して
います。掲載要件などがありますので、お問い合
わせください。町 HP にも詳細を掲載しています。
▼広告掲載料（掲載１回につき）
▽ １段枠　　　　２万円 ※連続 12 回：20 万円
▽ ２分の１段枠　１万円 ※連続 12 回：10 万円
▼申込・問　総務課 企画情報グループ　☎ 62-8125

★広告主募集中！★

31

み
ん
な
の
掲
示
板
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 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞総務課（代表）61-1110

〈
福
島
県
障
が
い
者
施
策
推

進
協
議
会
委
員
の
公
募
に
つ

い
て
の
お
知
ら
せ
〉

　

福
島
県
で
は
、「
福
島
県
障
が

い
者
施
策
推
進
協
議
会
」
の
委
員

を
公
募
し
て
い
ま
す
。

▼ 

協
議
会
の
目
的　
障
が
い
者
に

　

関
す
る
施
策
に
つ
い
て
意
見
を

　

述
べ
ま
す
。

▼ 

委
員
の
任
期　
２
年
間
（
平
成

　

29
年
２
月
18
日
か
ら
平
成
31
年

　

２
月
17
日
ま
で
）

▼ 

応
募
資
格

▽ 

県
内
に
在
住
す
る
満
20
歳
以
上

　

65
歳
未
満
（
平
成
29
年
２
月
18

　

日
現
在
）
の
障
が
い
当
事
者

▽ 

障
が
い
者
施
策
に
関
心
の
あ
る
方

▽ 

年
２
回
程
度
平
日
に
開
催
さ
れ

　

る
協
議
会
に
出
席
で
き
る
方

※ 

た
だ
し
、地
方
議
員
や
公
務
員
、

　

県
の
付
属
機
関
職
員
は
対
象
外
で
す
。

▼ 

募
集
期
間　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

11
月
30
日
（
水
）
ま
で

★ 

応
募
方
法
な
ど
く
わ
し
く
は
、

　

福
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

　

た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
福
島
県
保
健
福
祉
部

　

障
が
い
福
祉
課

　

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
１
７
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４-

５
２
１-

７
９
２
９

メ
ー
ルshougaifukushi@

pref.

　
　
　
　

fukushim
a.lg.jp

〈
三
春
街
な
か
コ
ス
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
開
催
〉

　

コ
ス
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ

き
、
仮
装
し
た
方
々
が
町
内
を
巡

り
ま
す
。

▼ 

日
時　
11
月
19
日
（
土
）

午
後
１
時
～
９
時

▼ 

問　
（
株
）
三
春
ま
ち
づ
く
り

　

 　
　

公
社 

観
光
部

　

 　
　

☎
62-

３
６
９
０

〈
平
成
28
年
度
福
島
県
農
薬
管

理
指
導
士
お
よ
び
農
薬
適
正

使
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
認
定

研
修
、
認
定
試
験
に
つ
い
て
〉

　

県
で
は
、
農
産
物
の
安
全
性
や

生
活
環
境
の
保
全
等
を
目
的
に
、

農
薬
販
売
者
に
対
し
て
販
売
の
み

で
な
く
農
薬
使
用
者
等
へ
的
確
な

助
言
を
行
う
「
農
薬
管
理
指
導
士
」

と
、
農
薬
使
用
者
等
を
対
象
に
、

そ
の
指
導
的
立
場
で
あ
る
「
農
薬

適
正
使
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
育

成
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
認
定
研
修
お
よ

び
認
定
試
験
は
次
の
と
お
り
で

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

★ 

福
島
県
農
薬
管
理
指
導
士

▼ 

受
講
・
受
験
資
格
者

▽ 

満
20
歳
以
上
（
試
験
日
現
在
）

で
あ
る
こ
と

▽ 

毒
物
お
よ
び
劇
物
取
扱
層
に
基

づ
く
毒
物
劇
物
取
扱
責
任
者
の

資
格
を
有
し
て
い
る
こ
と

▽ 

販
売
者
ま
た
は
そ
の
従
業
員

で
、
経
験
年
数
が
概
ね
２
年
以

上
で
あ
る
こ
と

▼ 

研
修
日
時

　
（
１
日
目
）　

11
月
29
日
（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

　
（
２
日
目
）　

11
月
30
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

▼ 

試
験
日
時　
11
月
30
日
（
水
）

午
後
２
時
20
分
～
３
時
50
分

▼ 

受
験
対
象　
研
修
を
受
講
し
た
者

▼ 

研
修
・
試
験
場
所

　

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー　

　
（
郡
山
市
日
和
田
町
高
倉
字
下

　

中
道
１
１
６
）

★ 

福
島
県
農
薬
適
正
使
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

▼ 

受
講
・
受
験
資
格
者

▽ 

満
20
歳
以
上
（
試
験
日
現
在
）

で
次
に
該
当
す
る
者

▽ 

農
業
者
（
指
導
農
業
士
、
女
性

農
業
士
、
青
年
農
業
士
、
認
定

農
業
者
、
生
産
組
織
・
直
売
組

織
・
生
産
部
会
の
代
表
者
等
）、

病
害
虫
防
除
員
、
市
場
関
係
者
、

Ｊ
Ａ
営
農
指
導
担
当
者
、
防
除

業
者
、
農
薬
販
売
者
等

▼ 

研
修
日
時　
11
月
29
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
10
分

※ 

１
０
０
名
程
度

▼ 

試
験
日
時　
11
月
29
日
（
火
）

午
後
３
時
30
分
～
４
時
20
分

▼ 

受
験
対
象　
研
修
を
受
講
し
た
者

▼ 

研
修
・
試
験
場
所

　

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー　

　
（
郡
山
市
日
和
田
町
高
倉
字
下

　

中
道
１
１
６
）

▼ 

申
込
期
限　
11
月
16
日
（
火
）

　

書
類
は
郵
送
ま
た
は
持
参

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
不
可
）

▼ 

問　
福
島
県
農
林
水
産
部
環
境

　

保
全
農
業
課

　

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
４
５
３
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平
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は

る
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№
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※ 

住
民
課
・
税
務
課
窓
口
延
長
日

　
毎
週
水
曜
日
︵
19
時
ま
で
︶、
毎
週
日
曜
日
︵
８
時
30
分
～
12
時
︶

【行政相談】11 月８日（火）午前 10 時～ 12 時
　／三春町役場／行政相談委員

【人権相談】11 月８日（火）午前 10 時～午後 3 時 
　／三春町役場／人権擁護委員

【心配ごと相談】11 月 1・8・15・22・29 日（火）
　午前 9 時～ 12 時／三春町福祉会館（南町）
　／民生児童委員

【肢体不自由者巡回相談】11 月 10 日（木）
　午後 1 時～ 3 時／郡山市障害者福祉センター
　／医師／要予約／保健センター☎ 62-3166

●●●今月の相談●●●

人口 16,820 人（-5）う
ち男性 8,221 人（+1）・女性 8,599 人（-6）／世帯数 5,607 世

帯（+4）

※ 平成 22 年 10 月 1 日国勢調査の人口基準・平成 28 年 10 月１日現在（前月比）

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用ください。

今月のバス運休日：３・６・13・20・23・27 日

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147
マーク 休 は、町営バスの運休日です。

休

休

休

28

２ ３ ４

10 11９

17 1816

23 24 25

１

８６ 12７

1513 1914

2220 21

５

26

町営バス運休カレンダー（11月）

日 月 火 水 木 金 土

27 29 30

人口・世帯数

11 月 30 日（水）　国民健康保険税 第５期　後期高齢者医療保険料 第４期　介護保険料 第５期納  期  限

◎ 爽やかな　笑顔であいさつ　いい気持ち（七海美咲・岩江中学校２年）

カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されている頁
数です。施設の休館日は 20 ページに掲載しています。11月の行事カレンダー

※平成 27 年度青少年健全育成標語入選作品

歴史民俗資料館秋季特別展（～23日・歴史民俗資料館企画展示室）

心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）

おはなし「あのね」の日（10時45分～11時・子育て支援センター）

平成28年度各種功労者表彰式（10時・三春交流館「まほら」）

三春秋まつり（～6日・9時30分～16時・三春町運動公園）

2016三春ウオーク（10時スタート・三春町運動公園）

行政相談（10時～12時・三春町役場）

人権相談（10時～15時・三春町役場）

心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）

干支張り子制作（～11日・放課後・わんぱくクラブ室）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

のびのびの日食育講座（離乳食講座）（9時30分～11時・子育て支援センター）

介護予防講演会（15時・三春交流館「まほら」ホール）

健康づくりカローリング教室（9時～11時30分・町民体育館）

親子ふれあい教室（10時～11時30分・保健センター）

保健センター開放日（9時～15時30分・保健センター）

星を見る会（19時～21時・自然観察ステーション）

「三春まちなか寺子屋」プレ公開講座（10時・自然観察ステーション）

移動観察会（9時～17時・自然観察ステーション）

料理クラブ（9時30分・中央児童館）

13（日）

14（月）

15（火）

16（水）

17（木）

18（金）

19（土）

22（火）

24（木）

25（金）

29（火）

30（水）

日ようおはなし会（10時30分～11時・町民図書館）

献血車来町（9時30分～17時・町内）

総合集団けんしん（7時30分～9時受付・保健センター）

乳幼児健診・3～4か月児（13時集合・保健センター）

心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）

乳幼児健診・3歳児（13時～13時30分受付・保健センター）

お誕生日のつどい（10時～11時・子育て支援センター）

乳幼児健診・1歳6か月児（13時～13時15分受付・保健センター）　

こころの健康相談会（9時30分／10時30分・保健センター）

アクアエクササイズ教室（13時30分／15時・三春の里）

健康づくり男の料理教室（10時・保健センター）

歴史講座（10時30分・歴史民俗資料館）

星を見る会(19時～21時・自然観察ステーション)

三春街なかコスプレイベント（13時～21時・町内）

心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）

アクアエクササイズ教室（13時30分／15時・三春の里田園生活館）

保健センター開放日（9時～15時30分・保健センター）

就職相談会（13時～15時・三春交流館「まほら」）

心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）

乳幼児健診・9～10か月児（9時集合・町立三春病院）
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○ 平日夜間は 、田村地方夜間診療所（田村市船引町源次郎 68-2）

11 月 11 月
1 日(火)

中央通ｸﾘﾆｯｸやない
石塚医院

矢吹医院
西山医院
青山医院
春山医院
さとう耳鼻咽喉科ｸﾘﾆｯｸ
のざわ内科ｸﾘﾆｯｸ
船引ｸﾘﾆｯｸ
せんざき医院

南東北滝根診療所
さいとう医院

都路診療所
大方病院
島貫整形外科
まつざき内科胃腸科ｸﾘﾆｯｸ
秋元医院
橋本医院
かみや内科ｸﾘﾆｯｸ
白岩医院

2 日(水)
4 日(金)
7 日(月)
8 日(火)
9 日(水)

10 日(木)
11 日(金)
14 日(月)
15 日(火)

16 日(水)
17 日(木)
18 日(金)
21 日(月)
22 日(火)
24 日(木)
25 日(金)
28 日(月)
29 日(火)
30 日(水)

当番医師 当番医師
診療時間 午後 7 時～9 時 30 分　☎81-2233（事前に☎相談ください）

休日は当番医療機関【午前 9 時～午後 6 時】★印は午後 5 時まで

夜間・休日のお医者さん

  3 日(木)
薬局名11月 医療機関名

のざわ内科クリニック☎61-1500

  6 日(日) 秋元医院☎82-1514

13 日(日) 石塚医院☎72-2161

20 日(日) 遠藤医院☎85-2016

23 日(木) 石川医院★☎62-2630

ルビー調剤薬局

浜田薬局

休日夜間は郡山市夜間急病センター☎024-934-5656
27 日(日) 清水医院☎82-3535

ヤナイ調剤薬局

ふくだや薬局

○ ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○ 携帯サイト　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/

※ 田村医師会では、地域の医療・介護に関してのご意見・ご質問を募集しています。
〒963-3401　田村郡小野町大字小野新町字品ノ木123　eFAX 024-505-4956　田村医師会事務局まで


